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序章　課題、仮説、分析対象

　歪　議員選挙と酋長選挙

　戦後地方霞治麟の下で、地方嚢治蕪の選挙は一般住民による議員選挙と首長

選挙の二種頚の選挙が実施さ為，それによって議決機縫と執行機麗の機§§韓立
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主義、住疑意思の二発代表講、地方政簸形態としての首長主義などと呼ばれる

独察の調度の下で跳方政治潜展開されてきた覇。そして、今馨戦後灘年を霞

顕してみると、この二種類の選挙は、隅一の住民講域の下で実施されながら次

のような異質の代表機鰭を果してきたことを確認できる。

　地方議会の議員選挙は、毒町村会議員選挙の場合、狭域の莫瞬捧利益政治や

鱗々の欝響・業堺の経済的利益政治の場とな甑府難会議員選挙は率小都毒や

鄭部の選挙区が一人匿であることも影響して、都南レベルの地方的経済利益を

めぐる政党競争政治の場とな撃、地縁・壷縁・業繰および土建屋選挙運動によ

る葦の綴保守・保守党優位が体麟として維持されてきた・そこでは・騒磯釣地

方的零ll益以外の問題をめぐる住践の意思炉問われることは少なかったし・当選

した躾補者の縁者・後援会以外の住民と地方議員とのコミュニケーションはき

わめて弱く、議会の立法・意思決定過程は多くの建罠には見えなかった。

勧、酋長選挙は、争輔不鯛で主1磯存の轍治勢力の地盤によって投

票動員がおこなわれる欝欝璽（土の選挙〉の場合は、政党や濠幾、大匠方塞体

の連合・麟銃政治の場となるが、地織全体の争点あるいは全蟹的争点が鮮1瞬で

主にマスコミを摸体とした糧論によって投票がおこなわれる非無常型（鼠の選

挙〉の場合は、地方的経済利益だけではない様々な争点をめぐる葬政党・潔ピ

ュ夢ズム政治の場とな滲、一種の盤渓投票麟の機能を果してきた。地域歓会の

争点が首長の権銀にかかわる機関委任事務をめぐって・立法遜程でなく執行過

程で罵観的とな陰、建民にとって交渉権手は地方議会ではなく首長であったか

ら、首長選挙が住疑から注欝されるようにもなった。擁毒大衆縫会と構報乾鮭

会の進展を背景としたi鰯～驚年代の革新首長の当選、最適年の予想外の窪浸・

社会連合知事候補の数詫や無党派候補の当選は、葬嚢常型選挙によって実現し

た．そして、いうまでもないことだが、この議員選挙と首長選挙の異質性をも

たらしているのは、首長が地方議会によってではなく一般住民の直接選挙によ

って選轟されているためである。
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雄蕊年の晦長公選運動（窮月竣洋〉

　2　戦後総年の中の首長獲接公選麟

　戦後灘年を経た今韓、住民の閥には首長直接公選簿1は当然の地方麟度として

定着しているといってよいだろう。しかし．欝灘年代から6§年代の繭半にかけ

ては、学舞、官葬、財罪を通じて重化学工業化と嵐域行敢の推進の裡点から道

州麟や府梁金轡を梓う形の知事公選廃迂論が主張されていた。また、欝欝村長

公選鰹も含めて薩接公選舗幾鵯も存在した。おそらく、その最終霧の論文とし

て吉韓藍「首長公選の政治的考察まをあげることができる｛2｝。吉林は首長直

接公選麟を続報して、現代的積極・給緑行政と合遅的な霞治体経営の要請に応

じるためには、行政権を強化し、行政の専門家を首長に選産して行敢の安定化、

勤率化をはかることが重要であ参、縫方、立法府と行政部麟対立し、素人首長

が選鐵されうる首長直接公選鰯ではそれに薄徳できないと主張していた・つま

り、首長選挙が人気投稟にな吟衆愚政濤に陥ることを憂慮したのである。

　しかし、そのような主張をおさえて、首長直接公選繊ま欝6§～驚年代にかけ

て住罠運動と革新首長の時代の中で定着していったといえる。高度経済成長期

の都帯化と都毒羅題の深劾化、都織有力者保守支配の動揺のなかで、首長選挙

が地域社会の争点をめぐる住民投票凝の機籠を発揮し、その結果、住民多数の

代表として議会多数に基礎をおかない葦新帝長や知事溺穂次いで当選し、首長

主義が簸方致治を活性化し、住疑露治と懸体自治の発達に大きな役割を果すよ

うになった覇。東京邸内の特幾涯長準公選運動と公選鰯を復活した地方露治法

の改歪は、首長主義の定着を確認するものであった。行政権への襲主的統講の

手続きを議会主義に求めるか首長主義に求めるかは、各寿長駆と短漸があり意

見の分かれる翫だろう炉、難方議会の低調な実態と草の根保守主義の存続を麟

縫にすると、戦後嚢本で首長主義はもう一つの住民代表鱗として有幾だったと

考える．

　また、蓋棺の前遠の主張とは逆に、首長直接公選麟は地方議会内の纒騨的で

多様な利害から猿亡した強力な地方行政権の確立の手段としても、当初から幾

待さ為、実諜にも機能してきたといえる．戦議の官選知事職が牢堅内務富療の

　　　　　　　　　　　　　　　　一　3　一
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昇進入事のワン・ステップとな穆、政権交替時の政党人事の獲物となって短難

の異動をく強かえしたこと、また議会選轟毒長職ぶ中央官糠の叉下り先、政党

および議会内釜灘の難立読争麟の焦点、あるいは地域ボスの代弁役となって交

替と動揺をく蓼かえしたことと比較すると、戦後の首長は任簸鱗と往費多数の

直接的支持という致治的資源によって強力で安定した行致権を確保してきたと

いえよう。それが逆に多選撹甥をうむ事態をもたらしているが・そして・蓬艮

運動と革新霧治俸の時代を経験することによって．地方有力者による保守政治

も現代的専弱菅政も、盤渓多数の甕接的支持を獲得した霧長によって統合され

ることで安定を確保する時代、さらに靉靆の重要麗麗を経費投票によって解淡

しようとする動海潮登場し漉目される時代になったといえよう。

　3　戦後改革（地方政治民主化）の下からの契機一奉稿の課題

　この蓄長直接公選麟が韓本に導入されることになったのは．戦後改革難の地

方講農政蕊（第9§獲帝霞議会）によるものだが、従来は、天耀晃、高木錘馨

の両氏の砺究に代表されるように、改革の愚程は串央レベルでの法鱗改革の主

要な推進力であった内務省とG琶Q、つま鞍上からと外からの契機の鰐立と妥

協の鷺係として掘握されてきた、憩・それは麟痩改革醗究として当然であった・

戦時体鰹と濃安維持法体凝から解敏され、立ち上がったばかむの革新勢力と民

衆運動は、未養育の食糧難、生活勃資不定、インフレーシ還ンに獲藤してその

中、む的課題を生存を確保する食糧亀機突破灘争と経済利益を追求する労働組合、

農疑緯合、消費総合などの歓会運動綾織の再建、結成に置かなければならなか

った。

　しかし、G慧Qと内務省による先議酌かつ専魏的改革によって、結果的には

麟度改革に受動的、譲次的役割しか果さなかったとしても・当時の第一に中央

レベルの縫方懸体、新霞、政党や、第二に亀城レベルの量講や諸勢力の運動蹴

この地方舗度改革をどのように受けとめていたのか、改革の前半の焦点となっ

た蓄長公選濾して下からの首長公選論準公選似下公選と記勃翻はど

　　　　　　　　　　　　　　　　一一　唾　一一
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のような契機と条件の下で成立し、どのような意味で公選を主張したのか、を

解窮することは、重要な課題であろう。戦後地方自治凝の成立愚程の外来牲と

内発盤との関連、および体麟の上からの改革と運動による下からの改革との経

連をどう評羅1するかにかかわるからである雌。

　欝45～葬年の地方講度改革の核心は、首長直接公選麟の裸馬と知事公吏化に

よる鰐桑の完全嚢治捧化であった。義者が往戻衰治権（地織内民主主義〉の拡

充、後者が騎梁レベルの懸体露治権（難方分権／の紘充を意蝶していた．そし

て、後者については、第§§露帝馨議会、地方舗簑調査会、地方議治法麟定の

遍程で、なお官吏案に國執したがった内務省に薄して、各界代表の要求によっ

て公吏化ぶ実饗していったことが確認されており、内発的改革の翻藤が強かっ

たことがすでに知られている。それに帰して、首長直接公選講の採罵は、よ瞬

皐い段賠でG疑Qの要請によって幣原内鱗の憲法改蛋草案要綱の中に瞬記され

た．そのため、国内の各勢力の潤で、あるいは地域娃会の中で公選論議趨まと

んど展麗されないままに、公選の内容は堀窮内構の鷺接公選論、王土内絹の公

選莚期論から直接公選論へと暗転し、第一次吉灘内懸発足甕後の趣方麟蜜酸亙

案が当然のものとして与えられてしまった露を否定できない．しかし、だから

こそ、第一次地方麟度改革が実現した第§§凝帝醒議会に先立って、騒内の諸

勢力摂首長公選についてどのような主張を違べていたのか、あるいは逆になぜ

述べていないのかを解窮しておくことが重要であろう。

　もうひとつ、この課題は地域浸主化の内実の評懸にかかわっている。敗戦直

後の薬毒政治歓会は、食糧危機突破縫争、溝費羅合や労鐵緯合の結城、地域異

土戦線の結成、町内会民主此などの縫合運動が革新勢力と薦民によって展開さ

れ、かつ憲法と地方嚢治法によって厩主的地方麟凌が導入されたにもかかわら

ず、戦蕪の簸体凝との連続性を強く残存させた保守的地域支醗講造が継続し、

戦後改革の中で、天皇麟や家族羅とともに、繕神革命なき政治麟痩改革にとど

まった分野といわれている鱗．それでは、この地方政治の民主｛とにおける麟

度改革と意識・購造改革の大きなずれは、改革の過程ではどのような内実で存

　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛｝　用一一㎜
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在していたのだろうか。また逆に、一時的、部分的ではあっても・戦後改革幾

に下からの地方政治民主化の契機はどのような内容で存在していたのだろ，うか。

　この課題に応えるために、地方政治浸主化の実態を検討する場合、①諸経会

運動、⑧首長・議会・町内会などの鰹方政治行政機構と地域莫疑棒、③選挙、

の三者の各々と住民との聡係嚇分析薄象となるだろう麟、欝蕊年4～8鐸に各

地に成立した霧長公選運動を醗究対象とすることは、二つの意駿で有効であろ

う．一つは、この覆践運動撰内務省渉地方鰹度改革案を験討している遍程で成

立し、また地方霧治捧や保守勢力が直接公選という酸革プランを持っていなか

ったという、転で、跳方鰹度改革や地方政治疑主化に対する下からの契機の先進

的事鰐であると予想されることである。二つは、臼常的には地方新聞でさえ記

録されることが少なく、容易にその実態麟表癒化しない地方政治において・前

遠の縫会運動．地方政治機構．選挙と往戻との聡係渉、この議長公選運動の成

立によってようやく額在銘し、地域縫会の政治講造と往戻の敢治意識の一儲嚢

が罵擬的になった貴重な経験であったと予想されることである。

　4　薦長公選運動の概究史

　後来の暴究、新縫などで確認できる市長公選実施の欝欝、薦長公選運動成立

の雑毒は以下のとお鯵である‘？｝。全蟹の地方新鹿を調べれば、もっと多くの

濃で毒畏公選運勧解成立していたこと炉確認できるだろう。
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鎗薦年の議長公選運動（窮月俊洋）

　この毒長公選運動については、次に講記するように地方嚢治運動史や地方舗

度改革史に灘する擬説書や醗究論文の寂遠の中で、その存在がよく捲摘され、

一定の評無が与えられてきたが、鰯々の都毒の運動実態については一度も実謹

的な分癬が燦えられてこなかった。地方、近年ようやく市史や市議会更勝戦後

編も含めて霧行されるようになったが、その場合でも・公選運動にふれていな

セ・ものもあ瞬、あるいは地方舗穫改亙を先取りした選挙として公選の経遷都篶

単に記述されているだけのものも多く、運動の姓賂にまで書没していない・

A／自治大学校編蓼戦後欝治蜜豆珪露治大学校、謄磁年、臆～灘ページ

駐〉溝聡真瑳・平瞬哲男F戦後疑主主義革命幾の住民運動醗究ノートまぎ歴

　隻評講磨第2溌暑、鯵驚年7月

C〉平綴哲男「牲民窪治運動の進展華華瞬編謬戦後畏衆運動の歴史董三省堂、

　1§78年

D）東京歴史科学醗究会纏駐臨本現代史の鐵発葺青木書店、轡78年、67～69、

　1誕～欝5ページ

E〉松野光体「革新嚢治体と地域統一戦線」壊島宏編鞍本の統一戦線縮

　大肩書店、欝78年、i8倉ページ

F〉騰海董泰運戦後嚢治体改革史雌舞本評論縫、鯵82年、韓～壌ページ

G〉佐藤俊一ボ戦後難の地方露治垂線颪鐵版、欝85年、68～69ページ

｝｛）三輪　隆糠本蟹憲法体麟の発足逢麗史学硬究会・醸本吏醗究会編『講

　座醸本錘壷錐　現代葛巣窟大学轟版会、欝85年、59ページ

玉）平緩哲男「戦後蔑主主義と地域住民ま『大原縫会開題癖究藪雑誌書第339

　弩、鰺89年2月

　これらの文献の中では、慧までのものはこの運動をゼ一般毒民の地方講渡蔑

主紀の意欲も急速に高まり」（A〉を見せた事鰍として、「地方褻治の確立に積

棲的震1獣をなしたにち淡いなレ、動講まr戦後の住民藝治運動の鑛！接の鐵発点3

　　　　　　　　　　　　　　　－　7　一
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（C／として、また、r首長直接公選麟への移行は、壼めることのできない時

代の流れであった3（F）ことを全麟各地の毒民がしめしたもの．市長茅葺一

ル運動を儲った直接参致と地方露治講の拡大運動綴〉として、あるいは、内

務省の地方舗度改歪を（内務省ぶこの運動に難航し擁翻するために）急がせた

要鑓（G〉として、いずれも積極的に評細してきた．

　また、運動の牲擦については、Cは宇治山鐙（理葎の學勢毒／、八戸、室蘭

の擁をあげ市長公選運動は、地域買主戦線運動によって促進されたものと捲接

し、Dと狂は食糧獲得運動が醍給機構と町内会の民主飽、首長らの隠匿麹資摘

発の運動を経て、市長公選運動に発展したと規定していた。

　ところ潜近年の1では、その評懸に変化がみられる。早くから一貫してこの

運動に注暑してきた平遜哲男氏は、1で首長公選運動と民主戦線運動ぶ戦後地

方麹治運動の原形をかたちづくったという点では、Cと講鐵の積極的評極を維持

して静るが、その姓賂についてはCの指摘を取箸下げて、酋長公選運動は民主戦

線運動とは夢その要素という点ではむしろ磐ll懇のもの」という新しい撰摘をし

ている。そして、室誌．纏岡、燐麟、高知を倒にあげ、首長公選運動はごく一

部の地域に鰻定さ鯛た住浸趨身というよ警も霧会主導型の運動であったと、や

や溝極的な評儀を与えている。このように、簿妬年の毒長公選運動は一部の都

市の罎定的動癖とみなされたためか、また鰻罰の実証分析がなく評懸も不安定

なためか、近年の歓会運動史の叙遠では、わざわざ薪地域民主化の機運涯とい

う項を立てながら、この首長公選運動に全くふれていないものもある麟。

　以上の醗究史から毒長公選運動をめぐる論点を整達しておく．第一は、地方

鰯凌改革（首長直接公選麟〉との関連である、従来、蔑説的叙述ではこの運動

が議長直接公選という鰯度を要求して形成・展醸したかのようにも運解されて

きた。しかし、本稿の仮説は次項で遠べるように、この運勢の当事者たちは、

麟農政翌を支詳していたのは当然だが．麟度改正とは幾の契機とi論運で市長の

辞猛と選鐡をめざし運動を形成し展覇したというものである．薦長公選還勧は、

首長直接公選麟をめざす講度改革運動という性賂は弱かったように思われる。

8



懲妬年の寮長公選運嚢（窮月竣洋／

　第二は、運動の推進主体あるいは形成母体は侮かということである。当時は

蔭地方譲渡の下で、準直接公選という形式をとるしがなかったから、麟綾上斎

会に主導権・決定権があったのは当然である．寮長公選が実施されるには、

　①鍔らかの建由による喫職議長の辞蔓…

　㊤直接公選を求める盤論と運動の成立

　⑤甫会（全員鶉議会／による直接公選の決定と選挙方法の決定

　④公選準備（選挙管理と躾補者擁立／

　⑤選挙運動と投票・露票

　⑧斎会の推薦、内務省の認署、新湊長の就任

という過程が必要だったが、麗題は実諜に盤論と運動と選挙の捲導権を握った

勢力は擁かということであ静、鎗余の毒の実態を調べてみると、そこには葦新

勢力を雫心とする浸主戦線運動や食糧獲得運動が捲馨したもの、町内会幹部越

捲導したもの、市会を年算るボスが捲導したものなどが存在し、推進主体や形

成母体は多様であった。

　民主戦線運動および食糧獲得・危機突破運動と市長公選運動との経連を考え

ると、後者の形成・促進要霞として麟者があったことは一般的に妥当するだろ

う。しかし、異土戦線の結成と甫長公選実施が重複しない韓も多いし、逆に簸

も浅慮戦線運動が発展したとされる京都毒鋤や青森毒では結局毒長公選運動

は成立しなかった。また、革新政党の地籔における民主戦線運動の鮭置づけ轟

体に、首長公選や地方麟穫民主紀をめざす契機や論遷か含まおていなかったと

考えられる‘繊．

　瞬機に．食糧亀機突破縫争と毒幾公選運動との関係も、蕪者から後者への発

展を一般化できない。薦長の醍総をめぐる不歪や隠匿劾資が市長公選運動成立

の契機となったのは、八戸、輝綺、鱗越の3霧にとどまっていた・そして、東

京、京都、大藪、粍縫、長野などの食糧危機突破運動を分暫した認識文墨｝に

よ為ぱ、食糧獲得運動隷醍給駈や町会役員の不驚摘発を契機に欝内会民主化

（簿会長改選／にまでは進む解、善長公選運動には発展しなかった．東京の場

　　　　　　　　　　　　　　　　一　9一
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合縁、薮長公選や擁長霧退陣・公選のスローだンが一部の区の住浸大会や労働

縫合の大会でかかげられたにとどま吟、食糧獲得運動はその畿甥と交渉の認象

を区や都を飛び越して、直接農秣雀や首根官邸、皇馨に向けていき、簸米獲得

の要求が膜勘内幾打倒、疑主人民政府樹立の民主革命の課題に直結していった。

その飽の道府察の毒の運動では、市費食糧管理協議会の食糧獲得要求の交渉穀

象は、やは参事長を飛び越して知事に陶けられ、道癒県レベルの醗給行政への

参撫潜めざされていた。そして、食糧危機突破運動は、さらに麗棄、縫西とい

う広域の食糧確像運動へと発展していった、そこでは、多くの場合知事や市長

が蔑衆運動に柔軟に蝿慈したため、運動綴と知事・霧長との縫係は連携的、協

力的であむ、必ずしも知事・市長の行政黄経溺追及されたわ鍾ではなかった。

　これらの論文から推定できることは、食糧危機突破運動は、第一に毒長より

も食糧営懸および周辺の農業察、農業地帯の野村攀縁に米麦の供鐵・集荷を直

接要求できる知事と交渉すること摂重要であった、第二に農村と礎携する必要

から、甫籔を越えて、よ鯵広域的に展醗された、ということである・したがっ

て、食糧猛機突破運動ぶ毒長追敏・公選運動に連動したのは、議長懸人による

明白な不蕉行為が暴露された場合に醸定された。

　S　下からの公職追厳選勤

　欝46年の市長公選運動は、その成立の契機や展瞬の内容は多様であるが、地

域蔑主戦線や食糧電機突破との総連よ鞍も、むしろ下からの地方公職遺放運動

および地方議会挺舞を伴う直接参敢運動という其通する牲賂をもっていたと思

われる．つまり、第一に、戦時中の毒長が数戦後も辞任しないで縁座っていた

場合に，戦争協力行政の捲導者としての政治倫遷的責耗を追及し、その退薄を

要求した運動であり、その場合、毒長醸人が軍国主義者・羅家主義者であった

か否かということよ瞬も、住渓は戦時中の寮長や毒当轟による罷遷に反発し、

戦後の犠牲と忍苦の代綾が獲得できない事のはけ貸を身近な捲導者への撹判に

求めた。薦長の失政や私縄的行為が退陣要求の契機となった．戦争責任の追及

一欝一



簿蕊年の市長公選運動（窮月俊洋）

とは異質な綴錘が強かった．第二に、市長が辞怪した場合、戦時率の翼賛斎会

が敗戦後も居塵滲つづけ、なお新毒長を選饑しようとすることを畿無し、市会

の総辞職・改選と一般住残による毒畏の壷接公選を要求する運動である．戦時

中に権力をふるった毒長が辞任し、市会撚議長選崖権を事実上住民に委錘して

しまえば、これらの建民の鋭利は鎮静していくから、市長公選運動渉徳長公選

講度要求運動に発展するのは露難だった．

　従来の醗究では、公職追放と羅蔑意識の関係については、①蛋民の中には戦

争責任問題を自主的に追及しようとする意識麟存在し、公職追放を地域縫会レ

ベルでの戦争責任の追及という問題意識で掘握していたこと、②ただし・その

発現形態は首長や地方議員などの地方有力者の不董を告発するG登Qへの投書

であって、大衆運動としては噴鐡せず、GRQの毒領政策（公職追敏による行

政魑分〉の枠内に包摂されていたこと、③GRQへの膨大な数の投書が第二次

公職追敏の一つの謹動力となったこと、が捲摘されているが（鶏、この市長公

選運動は、軍需工場や新鷺社での経営者の戦争責任追及・退陣要求運動となら

んで、大衆運動として噴鬱した貴重な公職追放運動であったのではないだろう

か。たとえば、燐綺毒では、敗戦直後から戦時毒長としての江透清夫に蝿する

不醤任、窺覇の量論が強ま骸、すでに懲蕊年2月には退瞳を求める毒民大会が

実施されていた摂、それがメーデー以降の退騨要求鍵論の高瘍と薦長の辞種を

経遍して、寮長公選運動に発展していった醐。また、懲妬年2月、帝都市長

が公職追放で辞任した燦、京都毒の縫会党支部と民主戦線は推薦議員解多い市

会にもはや戦後の疑主化をめざす市疑の代表権はないという毒会続報の立場か

ら一般毒民による議長直接公選を主張していた｛繍。

　§　備長辞任と後任人事

　地方公職遷放の全体像については、なお本格的な醗究が存在しないが、ここ

では臆弱年8弩から齪年4月までの知事と毒長の辞任の内容を綾離することで、

欝郵年4～8月という時蟻に限定してなぜ市長公選運動つまり下からの公職追

簸



行敢娃会蒲集　第8巻　第2畢

敏が成立したのかを考えてみよう．換書すれば、欝算年i鴛から上から実施さ

れた地方公職追敏にとっての下からの前史の一鰯藤を瞬らかにすることでもあ

る．

　知事と市長とでは、その追敬の実態が根当ちがっていた．なぜなら、戦時中

知事職をつとめた内務官僚は、すでに敗戦前に免官・転職していた者摂多く、

蓑た敗戦後も纒繞して知事職にとどまっていたとしても、人事異動と第一次公

職追放の過程で、1蟹6年i月までにほとんど知事職を辞窪していたからである。

逆に、戦後改革幾に部馬長から昇任し、あるいは地霧や疑鷺から抜擢されて知

事に官選された者は、公職追敏に該褻することなく、第一懸統一地方選挙で公

選知事として生き残ることができた。したがって、知事の追敏は地方政治にあ

ま蓼影響しなかったといえる、

　表iは、この時類の長富・知事の異動数を集計したもので、．と段の免職数に

は飽癖桑知事への横すべりや魑宮職への転鐵も含まれている．下段の辞任は免

職から免富・死亡・病気による辞任を厳き鬱したものである。三次にわたるニ

ケタの大量の辞錘の内容は、第一が、欝妬年欝月25舞弊厚内懸成立に伴う官雰

麟新・総選挙準備のための、および特高警察パージによる地方長官の辞任．

第二が、醜6年i月2讃G慧Qの中央レベルの公職追放令による辞錘．蓼渚に

は嚢発的引責辞任麟含まれている．第三は、鯵留年3鳶中旬の公選知事選挙や

躍致選挙に患罵するための辞任であった。したがって、難事の公職遠敷嫁、大

嚢玉　知事の辞儀（沖縄渠を除く／

　　縫5　　　　　　蕊　　　　　　　　　　　　　　　　　嵯7
無毒、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i合爵
　　89歪｛｝玉里達2玉34689i〔茎玉ii2玉234
鯛嘆28鱒2§・2・69鎚樋
辞任…i　｝3駐02遵　○蓬G2i§暮3§

i83縫3i玉総
G2エ3G162

（鐵典〉秦藩彦ゼ戦前期霞本官鰹凝の灘箋・綾織・ぺ事書東窟大学畿蔽会、懲泓年

　　　よ諺偉絞

凸
4
玉



鰺46年の市長公選運動（窮月竣洋〉

半が欝蕗年i層で結養してお警、薦年嬢層25欝留岡幸男（詫海道〉、6得8馨

竹内徳治（香摺難〉、金井歪夫（鞍敷出娯〉、7∫諺3嚢松井蕃生（東東灘〉と知

事の公職遺放の事甥はつづいたが、大衆運動による幾醤・退陣要求の繋象とな

ることは少なかった．

表2　驚長給退優数とその運霞（欝職再簸を除く）

　　　　i塁5　　　　蕪雑　　　月　　　　　8　　9　　i（｝　玉i　玉2　　1　　2　　3　i　4　　5　　6　　7　　8　　9

玉§玉i玉2

灘　退　数　　5　6　9稔謁　簿92引6鴛6　3　2　2 欝7き蔓
返i戦争責ξ垂　i　　　圭　　3　　2　　　　　　　　　　　　　　2　　i

�煙�E遮放i　　　　i2　2　3　6i玉　　　　　1遅i人爵噺…　i’

綜嵭ﾞ満了…玉ii董　2i　　王　i
@唖か顧ii　　　i2　　　2
@i選挙立躾襯i　　　　　　2　　　i　i　i

3　欝　i

堰@2

　　　　i淫7　　　　45麟4毒　…薦47、ム土，年算234…鑑4－g際…口醜

灘　退　数　　9欝欝玉3　…　9i　　　3i　　　14違　1　2総

退i戦争責紐1　　　　　　　6　　　3　　　0　　　9

�ﾗ職鎌i33i　　縫　i　2§　44
Ii人心麟新i　　　　2i　O　O　2
pi任鶏溝了…　　　　　7　　2　　3　蓬2
@1死亡・病気i　　　　　　　　4　　　2　　　G　　　6
@i選挙設！躾補i　　　　　　3　　2　　i　　4　　　　　　〔｝　　　　　　5　　　　　　9

＊小糎省吾偏継本の錘代毒長喜全3巻（縢代知裏編さん会、婚83年）

　よ吟辮成．縛縄梁内、名瀬市、鱗瘡毒を饑く．乾九撰5畜、薦旛、倉

敷、高撫、平は各々の夢藩吏」で補選した．

　縫方、数戦時に沖縄察と名瀬霧を除いた蒙本の市は騰5存在していたが1織、

その毒長の辞続数、辞任蓬蜜、公職遺教の影響を確定することは容易ではない．

表2は、ぎ韓本の麗代憲長董全3巻で当時の月幾退錘数を確認したが、購書で

退任理霞が読みとれるものは約三割にすぎず、この表は擬酪的傾海を推定する

ためのものにすぎない〔覇．この表によると、毒長についても、敗戦羅綾の器

か擁を退任数と攣麹によって三つに区分できる。第一愚謬は、欝45年8震から

　　　　　　　　　　　　　　　一一欝一
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46年3肩までで、綴人の退任のうち7人の任期満了を除いて騒人の毒長がすで

に辞錘している。綾らの中には、戦前・戦中に高級軍人（鶏、纏民地’虚領地

罵政官、知事、中央政富鼻での要職といった経歴をもつ者ぶ多く含まれ、戦争

責任を翼われての霞発的辞妊、あるいは上からの公職遠敷に影響されて辞任し

たものである臓。幣原内閣の公職適否審査委員会（搭橋渡委員長〉が2月28

韓に発表した公職追教令該当規準によれば、まだこの酸購では現職の議長で

追放令に該当する者は直ちに辞任する必要はない摂、次鐸の選挙で市長となる

ことはできず、その進退は本人の欝由、と擾定されていた。それで、残留した

市長の進退が4丹以降に各鑓の市会や議長から問題にされていくぷ、まだ3薄

までは下からの公職追放の量論は弱かった。市長辞蕪が3丹に集中したもう一

つの理由には、帯会で予算潜成立し、敗戦以棄の帝政の責任を一応果したと、

多くの毒長麟認識したこと撚ある．

　第二馬面は、i璽6年4月から9月までで、露発的辞任や上からの公職追放の

気運麟一段落し、新年度になってなお緩塵っていた寮長のなかから鍵入撰任幾

蘇か再選されずに退種している。つま滲、地方政治行政に内在するなんらかの

失政や政治責任を追及されて、薦蔑運動や毒会の涯力によって辞任を余儀なく

された帯長解このなかに多く含まれていたと推定できる。毒長公選運動は、こ

の市長辞任の第一局癒から第二局面への移行に薄徳して形成されたものであっ

た。

　第三局葱は、雄蘂年欝月から47年4月までで、GRQと内務省の第二次公職

追放の方針解内定し、戦時中の市長すべて解新地方麟度の下の公選毒長になれ

ないこと摂霧海になると、該箋する多くの市長が追敏麺分の前に一挙に辞任し

ていった．吉館内鑓がゼ地方公共懸体の公職に鰐する追放令の適罵に麗する件ま

を決定したのは、盤月8嚢であった｛轡、また、1毅？年3～逢月には、知事選

挙や蟹政選挙に綴馬するため辞窪した寮長もいた。この議長の大量辞任に対し、

ほとんどすべての毒では弊年4携の公選までの期間新毒長の選鐡を見送り、勝

役を議長轟時代遅として講政を握当させた1蹄．

　　　　　　　　　　　　　　　一i4一
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行政歓会譲集　第8巻　第2号

　表3は、第一、第二騰嚢に毒畏が退蔑した驚を、離職再任も含めて、年舞纈

と後任者の選考形態磐彗によって講説したものである。薦長公選運動と市長の詳

任および後鉦寮長の選考形態との§§係を瞬らかにするため、これに分析を換え

てみる。

　まず、この簸か層閥に、のべ欝6人の毒長が退猛しているが、その中で錘蠣

満了を逢えること解できたのは友人、さらにその中で前職が再任されたのは慧

人（表の①〉にとどまった．つまり事実上の地方公職逡敏が始まる鶴年欝舞の

萌に、約6割の甫で毒長が交替していた．次に、市長公選運動が成立したが公

選鱒無効・率丘となるなどの運患で公選による瑠長は選鐵されなかった串（表

の＠）と、市長公選によって新市長が選鐵された毒（表の㊧〉の甫長が集中的

に辞任した3～8月に1着目すると、6i霧のうち、前職が再任されたのは8薦に

とどま吟、毒長公選運動が成立したのは盟毒におよんだ．この時蟻に、畜長公

選運動がかな穆のひろが穆をもって展聡されたことが確認できる。

　さらに、この時難の後任毒長の選考難の状濁を表わす指標として、この欝6

人の毒長の避妊馨と後任寮長の就任嚢の闘の馨数、つま惨毒長職空窪期間につ

いて．離職再任（空白期競なし／の錘毒と頻本の歴代議長蚕では退任・就任

の馨付が確認できない延欝姦聯、および選考を中止して臨時籤運を置いた4

市（表の▲露〉を線いた欝5講を蝿象に調べ、その平均嚢数を月毎に計算した

のが、表4である。通常、内務省は薦長辞任の場合、玉か月以内に毒会を招集

して後任市長を推薦するよう命令していた．これによれば、致戦以来、後任毒

長の選考難は継続してきた潜、蒋に欝鶉年3～5湾に退任した帯長の後任人事

が難航をきわめたことがわかる．たとえば、3月に霞長が辞任した市で、後任

議長が就任するまでに緯鰻以上を費した甫には、下松（雑4鋤、宇治出嫌

（欝馨馨〉、松戸（鴛9欝、嬉跳（捻懲〉、編木（簸6鋤、今治（賛3曇〉、八楼

湊（鎗6欝、新居渡（緯6韓〉、癌無毒（鎗4鋤、館田（欝3萄、著松（i醗鋤

があった．そして、市会だけの推薦で後続毒長が選考され公選運動が成立しな

かった毒（衰の②／、公選運動が成立したが公選による憲長藤就任しなかった
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1946年の議長公選運動（窮月俊洋〉

表4　窮長空白靉靆6〉平均貸数

遺翻陣数陣均磁i公選翻なし②i公選畿磁釧 公選実施㊧

45．8　　　42．5（｝

鈴懸
鶉．馴　　　　　総．駐§

　　28…魂5．62
1i穿髄1

　　51　　　　87．2§

　　6　　遵　　　39．総

　　7　i　I3嚢．曇暮
　　　　　　1
　　1i。、5轡

79．暮7

i齢．§馨

97．25

i8．§§

難7．25

64．§春

欝i．暮（｝

　簸3．§む

＊52．5巷

＊　7静．25

　42、総

『馨本の麓代講長違よ疹作成

市（表の③〉、公選実施の毒（表の④〉に褻分レて、この3～5月の空白擬闘

を姥鮫すると、意外なことに、婆～5薄の場合、毒長公選を実施した旛のほう

ぶ、迅速に後住議長を選鐵できていることがわかる。具体的には、公選を実施

した纏台ε2露、浜墾43譲、露館77嚢、室蘭｛矯鐸、八戸63蓉、塩釜謹6弩に薄し、

福岡§5馨、佐量保欝7馨、小露原鱗嚢、釜石鍵2騒、藤条蔦G韓、岩羅55嚢、豊

揖53醸、泉大津3報であ鯵、後程薦長の選考難の瑳霞は、薦長公選運動以外に

も存在したことが推定できる。

　市長候補とされた驚会議長や各鰹の官界、業葬の有力者は、一方で就猛の鰹

の資格審査で追放に該当することを恐れ、また縫方で、新地方確度への過渡幾

に一時的に議長となっても実績を残せないこと、数戦甕後の波乱の申で戦災後

輿や食糧薄策といった難題が市政に戯積していること、を考えて就荘に溝極的

であったと思われる。毒会は、翼賛議員嚇多数を右めているために市費代表権
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を抵落させているのに簾えて、往来からの滋霞薄立を内包し・秩に毒会改選解

予想されたため毒長推薦よ蓼自分たちの再選に気をとられていた。このような

理霞による甫長職の空白の長幾化と甫会の混乱に薄して、一方で、毒罠の闘に

は、直接公選にしたほうがよ静民主的であるという主張とともに、飽方で、毒

民の支持する霧長を早く選鐵し食糧竜機突破に帰する迅速かつ強力な毒政運営

を実現するために、薩接公選が必要という主張も存在した（鋤。

　つま参、毒長公選運動は、このような寮長後任選考難の状浸に蝕する、薦会

の講授推薦権否認・霧会解敬要求運動の藤を、居座り市長への下からの公職追

放運動の面とあわせてもっていたと思われる。

　ア　驚長公選運動都毒の機観

　ig妬年畦～8鍔に市長公選運動麟成立した241鄭衛は。地理的善こは載は北海道

から南は高知、西は佐僅保まで金曜に敬在し、入舞規模の点では六大都南に次

ぐ大都霧（福岡、襲台、聯蔚1から人93万人台の小都畜（漢穣、下松、多治

見、新富）までぶ含まれていた．また、都薦被会学による歴史的分類および産

業懸事業湧規模騨分類にした麟えば、この2珪鄭毒にはほとんどすべての分類が

含まれている（，，｝。次に、数戦羨後の都議構造・状浅変化の諸要露と考えられ

る軍需重化学工業化、藻羅と空襲、戦後の大饗復帰といった点でも、この蟹都

南全体に共通する特徴は発見できない。軍部（佐盤保、小倉〉として、および

軍需工業化（辮綺、室蘭、半霞、下松）で入舞溝急増し空襲か数戦で人舞が急

減した諸擁布、毒街地の空襲によ管人爵が急減した煎戦後の移入灘罎にもか

かわらず人縫が獲復、増撫した行政・溝費型の諸都南（橿岡、盤台、緩阜、高

知〉、大都毒からの練絹や空襲被災者の流入によって数戦後人臼が急塔した牢

小糠市（松本、小霞原、松戸、鱒越、春巻、編木、塩釜、誤雛、多治見）など、

差異麟大きい（表5参照〉．空襲の被害について、この24都毒は、①米軍の重

要攻撃馨標とみなされ、焼夷弾爆撃で霧街地の穏当部分を焼失した燐綺・紬台・

簸箪、福岡、高知、佐盤保、宇治由鑓、②蒼海作戦の蝿象となった下松③艦
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辮妬年の市長公選運動（窮月俊洋〉

衷5　市長公選連繋成立鄭講の人藏変覇

　　　　年月

ﾅ名
ig35．1§ ig44．2 i鱗§．畦 i襲7．欝

福　　　岡 3i5千人 325千入 28き千人 32き，548人

懸　　　台 25倉 264 255 293，8i6

鱗　　　蒔 工88 38董 2憩 252，973

類　　　館 2茎6 玉97 圭87 2ii，4盤

建　量　簾 2i2 265 玉63 亙75，233

小　　　倉 錘5 192 茎4§ 亙§8，iig

緩　　　寧 圭62 175 i48 i総，9§5

高　　　知 i37 i37 王25 i47，i29

室　　　灘 65 i24 隠 96，722

八　　　戸 72 77 雛 9i，4倉5

松　　　本 73 7§ 79 8珪，258

小　露　原 鎗 57 65 68，9難

字治虚瞬 6遵 6蓬 63 65，9袴

鑛　　　露 56 58 53 6i，42i

辛　　　照 47 6む 57 59，8i§

松　　　戸 32 37 鶴 54，5i3

趨　　　越 38 38 護8 5倉，294

石　　　拳 33 35 39 婆§，7壌5

梅　　　木 3i 講 窪i 淫2，553

塩　　　釜 29 32 34 畦2，達28

浜　　　襲 33 3i 37 3§，585

下　　　松 28 38 35 38，5至5

多　治　見 2婆 3倉 3遵 3§，総2

新　　　宮 32 2§ 3i 3i，畦37

ゼ馨本蔀糞年鑑蓄鰺臆年版よ滲作成

上機による窒襲と艦砲躯撃で工場や交通施設、住宅地を焼失し破壊された詑海

道．東北の中小躯市、④気まぐれ、まきぞえ、ゆきずり型窒襲をうけたか、塞

襲の被害がなかった縫東以西のその魑の中小都毒、と分類でき、その態様は窮

一でなかった（鋤。

　　　　　　　　　　　　　　一ig一



行政歓会譲葉　第8巻　第2暑

　あえて共通する特雛を捲擁すれば、港湾蔀毒摂多いことである蹴2護薬毒の

中で市長公選実施に成功した鎗毒には東北、北海道の薬毒越多く、さらに箆較

的に公選運動ぶ活発で都議内部の政治麟立が顕在化した鶴台、八戸、饑餓。室

麓、鰐崎の5都南に張定すれば、縫薬以詫の臨海商工業大都毒ぶこの市長公選

運動の中心地であったといえる。そして、鯵蕊年当時、これらの都議に薬通す

る傾講としては、①労働運動や革新政党が擘く再建・結成され政治勢力を形成

していた、⑧復員兵、轟揚げ者鵬多、失業者、戦災者などの生活漿窮者が大量

に集積していた、③面爾聲本に姥べてi襲6年蕪半幾には窟浜東麓、詫海送地

方の馨毒は簸も深麺な食糧亀機の中にあった騰、などの点が捲摘できる。

　しかし、これらの傾梅は、市長公選運動の懸蒋の形成要露ではなく・翻毒の

社会運動全体の形成要霞であ鯵、また公選運動が活発化した薬毒に特に強い傾

講がみられたわけでもない．

　以上、璽の毒長公選運動都議について媛観してみたが、そこに其通する特定

の特籔を晃鐵すことは羅難である．むしろ、霞本全国のどのような都市でも毒

長公選運動は成立する可籠牲があったという推定が域警立つだろう。した潜っ

て、毒長公選運動摂成立する共通した繭堤条件は、擁毒の性格によるものでは

なく、蕪項で飯寇したような雄蕊年3～8月に共通した毒長の辞任と南会によ

る毒長推薦の特殊状浅にあったと考える。逆に、全国の都辮住民の首長公選を

支持する黛譲状濁に大差はなかったと患われるが、皐麹に戦時中の毒長か辞怪

し追放に該当しない新霧長が選鐵されていた翻市と、戦錠中からの市長が柔軟

に嬉癒しあるいは人望蒼あ警士からと下からの公職追放の動梅をかわすこと渉

できた都毒で、市長公選運動は成立しなかったと考えられる。

　本鶏では、以下、第i章で首長公選鵡の歴史と敗戦直後の中央レベルの首長

公選論を検討し、それら麟各地の講授公選運動にどのような影響を与えたのか

を確認し、次に第2章以降では、各地で展開された議長公選運動の実態分析を

試みる。そして，分析蝿象としては．地方新鹿の保存状浸や記事の量と質とい

う資料上の麟約から大中都市に議定し、さらに市長辞経の瑳由、公選運動の展
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嚢6　市叢公選運動の概要

r打名 肖有償幾 辞繊脚ヨ 辞手綱日 市愈の判断 投離日 投棄率 選磁、灘灘の結畢 紙雛授 就任刈田

塩　釜 守醗　栄央 病魔 46．5．2 公巌可　鍵施 4．28 81．9％ 酸畿鱒1二愈畏）が灘灘 桜井　綬治 46．6．18

贋　巻 輩糊　弥八 戦争闘丑 3．27 肖∫爽施 5．ユ2 73．4 駈師が醤懸 堺　　就志 7．2

紬　台 今林　武∫薄 有権轡瑞簿脱落 4．15 瞬丁寅繊 5．19 41．7 保穿、離凝ぴ）候補乱、立 醐縛　鴬松 6．17

浜　1・縫 俵　一三九郎 有撫暫名簿脱落 礁．23 肖∫実旛 5．22 41．5 像轡系候補乱惣 岡本　峻人 6．6

函　館 餐奴　良1乍 1主潮瀦罫 5．31 1］｝寓壌 6．16 58．o 禄蛮党推薦候補が膨勝 坂本　盛一一・ 8．17

八　が 噸触　　亮 物資隠蹴 5．17 ・｝　爽旛 6．18 6S．3 白歯覚候補が樵共推薦鍵補に勝潤 職場悌一二郷 7．20

『擁則li 斎藤　翼徴 病気，鰭齢 3．27 1導　爽施 6．3〔） 37．3 民、．i王統・横補が1緬選 隣竹斎次郎 8．5

釧　踏 佐藤　1、垂遡 病死 6．14 羅丁実権 ア．13 7コ，3 ^金離撮がき！懸 飛地読助 7．18

用　緬 訂1辺　溝渠 戦争責柵、失敗 6，1｛） 隣丁爽梅 7，ま4 51．3 爆守蒸合候補勝籾 金鰻く＝次郎 8．1

塞　薦 松欝　毒血 ヲ溺死 5．22 町　憲旛 7，2〔〕 75．9 縫洪推薦僕補勝利 熊谷　綾雄 8．26

多捨胤 1油　卓論 45，i2．2s 曜寅施一1 5．25 隣組幾の町内禽単億の投票 金■許　義一一 6．21

小　禽 零松　凝結 戦争責任 46，1．25 爵丁中止 （6，2） 唯一の厩キ三派推薦候裕1を溺金が選出 譲国　瑛祐 7．4

松　本 “凶具　　暴 病弼 3．27 否 隣組，1酬麗板による南幾から鱒推薦 赤羽　幾・一『 5．8

柵　木 大、懸　篤喬 鱒桑補（衆〉 3，ま5 否 溶食内で推薦派が公選派奮抑鋤 小横沢登羅簸 7，1｛）

回ド　松 1事璃勝太瀬 戦争讃任1 3，圭8 1膠　1擁二 荘車1“内塗輿の推薦綾補を溶食が選繊 載羅　諜勒 8，1｛）

松　芦丁 門　　プ郵 戦争責紐 3．19 町僕施．！ 5．23 甫愈推薦5骸奪町内癬導姻び翫｝三選挙 ∫1鱗・即諾助 7．27

小田原 鎌本　夷鰍 郵愚 4．iO r年∫　中IL 町内会幾の選嫌 侶藤　謙潔 6．14

墨　『田 轡麟左衛F樽 戦争畿任 3．25 P∬実施1 峯　明 獅解）隣組幾による投翼 矯立弥圏邸 6，｝4

1孟三世傑 小浦　総平 戦争劃篶 1）．5 ・王中葺＝ （6．3（）） 綻捕響が相次いで騨羅，溶食が残る鍛補選醸 中田　配輔 8．2！

繍　隅 畑岬鵬美 有篠薄漁簿脱落 5．］o 噂　無効 6．26 22．8 酪愈が開票せずに斑・窪・i派候補を搬出 ．…三好　弥六 8，崖4

破　摯． 松壌　圏松 鞠懸（貴族隣勅） 6．7 1讐　中．ll二 5冬の鹸補暫がノ1烈、鰭たが，邸愈が無期 撫育　　醗 47，4．5

績　宮 木村　藤潔 戦争嚢任 7．2 姫 P塗が1、蝦1派候補鳶灘熱 膨本震代治 46．8，21）

F蕩　湘 大野　　騰 畿興運越 7．10 瞬∫　中il二 （8。4〉 灘挙が霧受で嬉宣し、瑠搬が代理衛おく 出本　　1曝 ぐ7，4，15

川　趣 沖瞼　玉E翫 酬給不1王i 8．16 手蓬　圭桓11 （10．6／ 眼痛燭σ）擬承で中11二 毛1葦藤　暴露 46．10．7

＊」，

＊2，

氏窒1，辞儀、

投禦纏び）（

続続ノ’揖ヨは『rl本の鷹｛鴛南授．1．その飽は襯方凝闇，南史．酪繊食史に。疑、）て1乍成，，

〉は投票予窺購と盛れたが中1k堪れた．市禽σ）判断の「輿織」は・一般儒驚の臨機選挙て解読なく、 町内会役員や｝塀＝．1三によるも¢）。
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行政歓会譲集　第8巻　第2号

醐の時難と遜程、選挙結果などの差異に着馨して類璽を仮定し（表6を参黙〉、

次の5類型欝都議を分析していく。

　鱗　敏台南……公選運動の先駆的事擁、帯長候補乱立型

　（21八戸帯……公選運動の発展嬬の事鰍．隠匿劾資摘発、保守蝿革新の激突

　　型

　麟　燐鶴覆一…公選運動の発展幾の事擁、藩政挺判、保守連合・革新分裂型

　（壌　霞館、室蘭毒……公選運動の発展期の事例、任簸満了と死去による毒長

　　の退任、縫会党推薦猴捕獲勝型

　⑤　酉欝欝本の湊欝、宇治出馨、福縄、緩阜、高知毒……公選運動抵滞・公

　　選中藍型

　序章注

（至）進藤粟糠治鉢の首長麟度ま（撰尾勝・懸船簸夫続落講座行政学第二巻鰯度と

　構造遷喬斐閣、i鱒4年）が首長麟度をめぐる戦後5§年の学議の変遷を緩観して

　いる。

②　　『擁毒聡題薩i総学年4月号（特集「首長公選と帝政ま〉翫級。言替は串蓉根康

　弘め大統領舗・首撫公選譲を撹凝していた。

鱗　醒尾勝ゼ過疎と遜密の政治行脚霞奉政治学会煽ぎ五五年体麟の形成と崩壊湛

　岩波書痴、欝欝年、223～253ページ．

働　天鱗晃駒方馨給鵠度の再編成達爆本政治学会続審近代鋒本政治にお謬る中

　央と地方選農波書鷹、欝85年〉など、高木錘作海事公選鰹と串央統講ま（蓼褒

　代行政と官僚麟下屡東京大学鐵叛会、鯵74年〉など．

鱗　小倉総覧新教戦直後の地方鱗度改革の覇翻（ζ一橋譲叢薄第総2号、i鱒2年

　8爆〉が、疑にこの課題を提越し、地方感体と保守政党の知事公選論麟内務省

　の知事公選譲に影響を与えていたことを畷らかにしている。ただし・本稿との

　勝連では、この譲文は知事公選要求における聡接か直接かの重要な薮驚がされ

　ていない．また、懸一の課題（つま警地方褻治舗の内発姓と下からの契機の解

　瞬）を立てて、戦麟の無産政党の地方欝拾譲を検討し、それを戦後改革にとつ
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1璽6年の毒長公選運動（窮鐸俊洋〉

　てのF地下水賑」と鮮麗づけようとした藩究に、高楼彦博f無産敬党と毒治俸

　改革ま（ぎ鮭会労騰礪究垂第2蓬巻第3号、欝78年／がある。

紛糾緻舞彗頃本志鎖の諸段臨徳井大三麟まか絡頭改革の醗説轍三省

　堂、欝鱗年｝、瞬r戦後敗革と愛衆ま（中村縞『ξ鎮と戦後酸革茸吉鱗弘文館、

　ig94年）、佐！々木隆爾「戦後更をどうとらえるか∫（奮錘更地遷教育重簿87年i2擁

　号〉．

（聾　鐡典は、　i～§がr戦後欝治饗賢妻、1（肇～i5溺「アカノ、タユ、鯵～蟹｝が軒毎嚢

　新嚢聾、2iがf璽捧熱、22が「醤嚢；峯新匿11、23がF下野新舞灘、2蓬解罫醗i阜タイ

　ムスまである、本稿では取蓼あげないが、醗鬢長公選実施の事鰐も楼当数あ甑

　この24牽薩こかかわる地方新醐とぎ戦後馨治史麗邊、ぎ政治必携（地方篇雄（講本共

　産党織〉で確認できる町だ季ナで．次のi2町がある。詫灌道｛舞達町、青森票大光

　寺町、宮城県鍛石簿、宮城藻女携町、霧末羅鹿沼町、茨城賑書演町、神奈鱗梁

　湯溝原町、三重察櫓可町、秘激海渠串本町、奈良町麟籔町、大分票縫誓町・高

　知祭安芸町。

麟　広撰禎秀「大衆運動と罠衆葺歴更学嚢究会編輯本構時代史i　数戦と姦領運

　青本書康、姫鱒年、235ページ、なお、歴史教育者諺議会縞謬戦後吏から鋳を学

　ぶか遺（青本書癖、懲95年、6むページ）では、毒長公選運動が積極的に評懸され

　て取吟あげられている．

麟　松尾尊究「数戦甕後の京都喪主戦線」蓼黛都大学文学離醗究紀要壽第i8弩、

　懲78年．

麟　単襲哲男f戦後貫主革命の生成」単襲ぎ現代酵本の形成垂校倉書房、欝83年。

鰍　藤原彰繍軸本疑衆の歴史欝志頷と渓衆運動選三省堂、簿75年　出本潔r戦

　後危機におけるζ大衆示威遜運動ま『桂会科学醗究蓋第26巻第6号．懲75年　矢翻

　洋三昧よこせ運動i平露藷男継ぎ戦後観衆運動の簗史叢三省堂、鯵78年　松

　尾尊盆前掲請文灌鋤　広懇禎秀「数戦直後の観衆運動と艮衆一大飯の事韓を串

　心に一」ゼλ文醗究霊（大飯市立大学〉第42巻第護号、簿％年。

曝　高橋彦博r蟹疑意識の変化と歓会運動」異本愛婿究会・歴史学醗究会纏罫講

　慶馨本歴愛蓑　現代珪東京大学鐵藪会、簿85年、i鴛～！臆ページ、なお、綴

　島高縫rマッカーサーへの投書に見る敗戦薩後の異衆意識ま（ぎ霧治大学縫会科

　学醗究霧紀要壌第3i巻第2号、ig93年3月、22～27ページ〉が控疑の地方撰導

　考撰1輝の特籔を分析している。
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竹葦愛翫金聾舞錐　 第8巻　 第2選｝

　　『購麟市議会史　通史編第一巻雲趨麟毒議会、婚鱗年、越2§ページ．

　総年琵月守無毒、萩晦．47年i擁新発籔毒、2月綴産毒、3雇津島毒，鳴滝市

　が毒麟施行という旛数の変乾があったが、守簑霧以降は議長を任命せずに第一

　灘統一縫方選挙をむかえた。それで、この時難欝長を選鐵できた毒数は簿46年

　塁月以降2§4であった。

　　類本の壁代毒長里には、戦後金轡によって誕生した新生穰薦の合併麟の濃

　長の構鞍ぶ掲載されていない．それで、次の灘南については、藩吏で数戦澄後

　の市長の藷任年馨を確認した。

　　ノ1・倉毒素総茂治王942．4．27～蕪．玉．25

　　　　　　浜蟹食詰　玉946．7．7～59．5．i

　　琵琶看露誓羅ダ部嘉七互937．i2．24～嘆6．茎i．8

　　若松毒　 轡影響精選嚢暴　王938．　9．　i2～4§．　3、　i4

　　　　　　井上安蕊館　鰺蕊．6．24～5i．雌．4

　　　　　　　　　隆　i蟹2、1i．22～薦．ii．2i

麟　訟尾尊究前掲論文漉⑨．

1董韓　疑愛戦毒Σらi§蓬7年護舞まで身こ垂ま、46年3月費毒磨毒オ§奏塁餐各毒壱こ琶蚤取合｛誓さオtる、

・八犠事　内懸

・戸熔旛鶴羅豊懲33．4．

　　罫龍九擁繕梗　透代・環代

・奄蓬蠧毒　 大倉三三段幕　i警44．　3．

　　　　塩灘歪三　鯵鶉．i．

　　『姦施青史雲長谷撰潔編、

倉敷毒　轟星野橘籍　i§37．

5～薦．緯．28

行政・娃会雲欝87年．

22～蕊、難．ig

ii～47．　3．　i｛）

　　　　　　　　　　　　　　　ig49年。

　　　　　　　　　　　　　　　7．27～薦．ii．25

　　　ぎ倉敷市史第慧難壁永由舞三躯編、讐74年．

　・高蟹毒　灘上大造　欝45．5．3§～薦．琵．臆

　　　ζ高懸青史垂馨58年。

　・平毒　　撃藤秀糞　欝嚥、7．雑～菊．最．28

　　　r平市刻懲5§年。

　期の高綴憲人鐵身の議長は、軍都や薩講舞本の都毒を中心にi7人存在し、その

　うちi4入は欝鶴年i月までに霧長を辞任していた．残疹の3入（下総毒長滝瞬

　勝太蕗．松虫市長越智孝平、石巻毒長岩麟強八〉も3鴛申下旬に辞任している。

麟　　鞍本の薬代毒長里および本稿で調査した地方新聡と青史によれば、この時
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欝46年の毒長公選還嚢（巧刀竣洋）

麹　ゼ戦後馨治史擁（公職遣敏薙§溝大学校、懲艇庫、雛6～蔦§ページ．によれば、

　第一次公職遙敏で欝46年4月時点で、遺教を理霞に退職した薦長は9人、退職

　予定は農人であった。

膿　韓馨新縷婚4§年簸丹8繹r市町赫長辞職続鐵　麟策捲示達を参窯。

麟　鱗外として醸凝度で新毒長をこの第三局嚢に選鐵したのは、鎗層鱗越、難舞

　霧癖、捻篶大津、47年i月釜石の4舞であった。

鋤　 嚢付σ〉箏1鬱しな塾南は、45年8月津、慕薄能代、都城、賜年2擁下総．　3月

　訟本、延講、　4層水戸、千葉、　5馨堺、津、　6薄霧霞、　8鐸牽舞歎緯、　9鐸嚢甕遜。

腔／談売新灘（長野蔽）懲蕊年降月逢§、松本市長後任人事をめぐる雛本構蔑の

　主張。

鱒　倉沢進曝本灘市分類の一考察3置薬蜜調題選第騒巻第9号、欝63年9鍔、の

　ちに撫本の都霧鐘会墨鑛材鐵蔽、懲68隼、に鍍銀。

鱒　蔭本の空襲編集委員会納本の空襲蓋全鎗巻、三省堂、捻磁年．奥住毒重『中

　小都霧空襲圭三省堂、懲88年、菊地慶一r詑海道空襲匪詫海道新灘縫．i鱒5年、

　平塚蓬緒r来雛が講録した騒本空襲毒草思社．鯵§5年。なお、復興錠は欝45年

　H肩に簸9の都霧を戦災灘毒として指定し、5か年継続（結集的に婚騒年まで継

　続した〉の趨毒復興事業を指導した．この蟄都蜜の串では、鎌露．室蕩、函館、

　八戸、敷台、灘麟、小懇原、織章、宇治蜜鑓．新宮、下松．高知、橿麟、臨髭

　保の舞擁箏が撫定され．た。

灘　復員兵、壌揚げ者とその運動と毒長公選運動には直接麟縫係はないが、都議

　生活羅窮者の食糧、建宅熊策が．莫通する毒長擾舞の海容であった。高知毒の

　場合は、戦災者懸盤が議長退瞳要求を揚げ、公選運動の形成要馨となった．な

　お、博多（癌岡〉と鑑幾保は馨45～菊年の主要な携傷げ考受け入れ港、簿罫～

　磐年は函館、舞鶴濫であった．撰揚げ考が多く滞留したのは、詫海道、棄黛、

　福緯、熊本であった（霧i揚げと援護の記録垂鱗湯援護庁、簿5§年）。

瞬　雄蕊年6弩欝舞の時煮での主要馨市、地秀での米の遅醜状溌は、詫海道平均

　69．5羅　　書森達ぎ35．〔釜澤　　東京都22．8翼　　横浜毒i6．圭舞　　大飯甫9、5羅　　京都毒

　6，3嚢　腹島毒2．5醤　橿霧毒i．7琶であった（木木威ぎ片山内鰻史論璽法律文紀

　縫、懲82年、盤ページ〉．婁た．茜舞塞新臨簿蕊年6薄綿覇こよると、6携欝馨

　の時点で、震館商魂2．5響　室蕗毒48．縮　舞騎講3．3舞　青森毒3倉．搬　東窟

　鄭醤．§舞　大阪旛6．2馨　京都霧7，6馨　広島毒§、縮　篠鰯霧i．5馨であった、

　　　　　　　　　　　　　　　一25一



行政鮭会譲葉　第8巻　第2暑

第i章　敗戦直後の首長公選論

　玉　戦葱の首長公選論

　絹絵地方嚢治麟の施行以来、知事と部長は官選、そして毒瞬村長は地方議会

によって事実上選考されてきた。それに薄して、嚢治講の摸索・形成娚に婦癒

した嚢虫疑権運動のなかでは、輩峯区長公選譲が全蟹的に普及した。また、露治

麟の再霧蟻に講癒した大童デモクラシー運動のなかでは、政友会や全蟹野村長

会などの蜷方懸体によって知事公選が要求された街．しかし、それらは塊方

議会による簡接公選の要求であり、直接公選論とは異質な主張であった。知事・

部長職に鰐する間接公選論は、地方名望家によって主に構成された癖難会や南

町替長という地方機関の、中央統麟に嬉する懸体嚢治権拡充をめざす議会主義

と地方分権の要求であった．また、法・政治学者や地方長官のなかでは、政党敢治

による政権交替の弊害を避け、知事任期麟によって地方行致権を安定させるために

知事公選論撚主張された．それで、ig鎗年代の知事公選詮の主要な覆い手であった

全蟹町村長会は、跨村長職に帰する往疑の藏接公選鱗に殺してはr首長と議会との

講秘を理譲に反薄であった②．ただし、窪譲浸権期、i蜘年代、そして本稿が穣

討する敗戦直後のセ・ずれの場合でも、間接公選論は、それが中下履住疑の立場

で諌み替えられることで直接公選論を誘発する契機にはなりえただろう。

　縫方、首長直接公選譲は、地方議会ぶ普通選挙麟施行後も含めて堪望家・有

力者支醍の下に置かれつづけたことを前鍵にすれば、首長が一般住異の多数意

思を直接代表し、住疑に難して直接行政責任を負う酋長主義と住浸嚢治権紘充

をめざす地銭内野主主義、人疑的轡治論の要求であった。首長直接公選を近代

馨本で最趨に主張したのは、近年の醗究によれば、トクヴィルぎアメ夢力にお

ける浸主政治雌の影響をうけた嚢虫浸権家のなかの一部の人々（肥馨籠、島覆

邦二郎〉であったとされている〔3，．その後、人民的甕治論は覇治歓会主義者

に継承されたが、片癖潜や安部磯雄のr薬毒鮭会主義葺論には、首長直接公選
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論は含まれていなかった働。また、地方議会選挙の有権者がとくに薬毒でき

わめて限定されていたから、大鑑デモクラシー運動が、住民自治権拡充要求に

ついて、まず公費権の拡大と等級選挙髄の撤廃をめざしたのは当然であった．

それで、首長直接公選論は約鐙年の空白難問を置いて、欝2馨年代に普通選挙論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　善や知事闘接公選論が展罷されるなかで，まず無産政党系の知識人によって再縫

趨された。大海都夫摂欝2i年の『我等濃霧載譲文で、また轟橋亀吉が欝25年の

政治醗究会での無産政党綱領案のなかで、知事と市町村長の直接公選を主張し

て》、た織．

　次に、首長直接公選譲は結成直後の無産政党の政綱のなかでスP一ガンとし

て掲げられた・欝27年9月の蔚察会議員選挙に嬉しては、歓会民衆党はr簸方

嘗の野選ま、田本労農党はギ知事公選璽、労働農民党はr一般投票による知事公

選墨を各々主張していた働。この主張は、その後穂雛年9月の府集会選挙に

おける全蟹労農大乗党の選挙政策硝、鯵32年の歓会大秦党蔀鰯政策と婚37年

の労農無産協議会の東京布会選挙政策繍に継承された．後者は、東東南会が

その市長選考・推薦権を都長富官選の都鵜案によって致府・内務省に奪われる

ことへの抵銃のスローガンであった．

　以上の事例撰、無産政党中央の選挙時の一時的なスローガンにとどまったと

考えられるのに嬉して、地域で住民の量論とある程度結合して首長直接公選が

主張され・たと思われるのが、労働農民党による王927～28年の市政麟新選勧であ

った。当時のぎ労働農疑新瞬選は、紙面の罎分の一を地方政治の報道にあて、

軒ブルジョア専凝帝政の暴虐を暴露・監翻するという形で甫民の支持を獲得

することを重規していた。そして、その紙懸によれば鯵27年4月から28年違肩

にかけて、払出、穣台、窟翻、溝水、小鰭、札縫、函館、東京、越規、高騰な

どで、労働農浸党地方支離は電車賃・電灯料値下げや家屋税・戸数割の撤廃と

あわせて、市長や市会の利権・鼠賑・腐敗致絵を撹利し、帯長の辞蓬と直接公

選および毒会の総辞職と簿時改選を要求して、演議会や市甕大会を麗催し，毒

従業員縫合や目労覚あるいは無党振屡を含めた市政麟新講盤と共麗して市政改
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革の盤論を喚起していた齢多．東京と高岡の場合1ま、毒長公選要求からさらに

市民による毒会解敬権と毒長解儀権の要求まで掲げていた。

　緯27～28年に無産政党によって毒会政選と毒長甕接公選の要求を含む市政麟

艇運動潜居麗された背景には、次のこと演存在したと推灘できる。第一は、都

南行綾上の裡露で、欝騰年代には中小地方薬毒でも講透町村合僥と街匿整理の

書舗誹醸や、市街電牽、がス、上水道などの公営事業が都市嚢治体の手で活発

に展麗され，、そ蕊が霧罠生活に大きな影響を及ぼすとともに、政党・地方ボス

の利権の獲勃となった。第二は、政党政治上の瑳露で．敢友会と疑政党の二大

政党による政権交替がく管かえされ、その度に市長職溺党勢拡張をめぐる講堂

の航争の焦点となった。第三は、選挙講度上の運鎌で、欝26年の薦灘改正で地

方議会に男子普選が導入されたにもかかわらず．依然縫劃蜜下の凝銀議会が存

続してお蓼、かつ舗蟹議会による毒長選出がこの時襯に縮次いで実施されてい

た。勤労市費や無産勢力から疑れば、それは民意を反映しない畜長を今後罎年

鷺継続させるものであった。労農党地方支部が、薦民の南政浄化の選論紅呼癒

して運動を展雛できた根擁がここにあったと推定する，ただし、労農党は毒野

村を中央奪鰹政癖の末端機縫およびブルジョア醗級の搾取機縫と佳麗づけて、

地域麗争の舞的をもっぱら市町村致の反動盤の暴露に置き、将来の革命構想と

しては、地方機縫の民主化（改革・改良／ではなく、工場委員会、農民委員会

という弾機§§を樹立してそれを労麟農民大衆の警治機麗としていくこと（下か

らの権力奪取）を掲げていた騰。その毒長直接公選要求は、幾鵯のためのス

ローガンにとどまるものだったといえる。

　無産政党による毒政麟新・市長公選の主張と運動は、三・一五事件と労農寛

解激以鋒も各地で籔続的に展開された．欝3む年代の大薮議会選挙では、無産政

党麟ス賞一ガンの第一に毒長公選を掲げていた（掛。また、中原健欧を捲導者

とする簿29年の匿隷麺講政麟新講豊、欝3§年の倉敷議政羅究会、欝35年の倉敷市

政麟新講蟹による甫会選挙と市政改革運動のなかで、薦長公選要求が掲げられ

た鶴．これ，は市長公選のス載一方ンが毒敢改革・市民生活要求と結合する形
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で、大衆的活動を基盤にして掲げられた点で、錘難的な運動であった。このよ

うに、戦前の首長直接公選の主張と運動は、無産政党による名望家嚢治への撹

肇琵官治的中央集権姥への抵銃の運動のなかに存在したこと撰確認でき㍍し

かし、遙時の無産政党全体の都毒政治における力量の微弱と趨議霞治について

の思想の貧羅のため、その直接公選論が国畏の霧治意識に影響を与えたとは考

えられない働．したがって、婚蕊年に登場する議長公選運動は、戦麟の無産

政党の主張と運動麟そのまま継承されたものではないだろう。数戦直後に燧有

の原霞によって、独馨にかつ新たに形成されたのではないだろうか。以下、数

戦甕後の新鷺と各勢力の首長公選譲の内容を検討して、無産政党の後継者であ

る革新政党中央の敦策・方鐸と各地の寮長公選運動とのずれを瞬らかにしてい

く。

　2　地方団体6〉全駿綾織

　すでに敗戦直後の懲薦年9月から、結成途率の保守政党幹部や竃村長会の一

部によって知事公選が主張されておむ、瞥獄内麟の堀窮内麹の知事公選論は、

その影響をうけたものであった｛鴎。また、東京都議会は欝月29馨数戦後携の

臨時翻会を瞬催し、F擁灘改1欝こ関する意見書淫を可決し政鰐に提離した。そ

れは、趨豊富の公選擬行を要望していた雌．しかし、これらは大藍デモクラ

シー鶏の購接公選論の麺長・復活であ静、内務官僚や地方懸体幹翻の問では

「議会な診察会なりとの繋立を考えると、間接選挙が嘉時の常識であった舞6知

　地方醜体の全騒緯織は、この時期の雛方講農改蕉にどう薄癒しただろうか。

全覆講授会と全霞毒議会議長会は、欝越年から妬年3月までともに全馨的活動

を停止してお疹、戦後地方篤農改革に対応できなかった〔泌．溝強体の戦前・

戦中の主張を験試すると、まず全国寮長会は欝鎗年5鍔に麟設されたぶ、その

前身の全霞各畜連合鶉議会は鯵27～28年にかけて、霧中義一内鰻の地方分権の

政綱に蝿癒して、疇治権拡張に絶する建議案3を発表しているが、その内容

は内務大臣・知事の霧行敵に対する監督の緩秘、許認璽権の廃止という議体嚢
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治権に職定されていた｛瀬．全霞町村長会とちがい、知事公戦の主張は掲げて

いない。戦繭・戦率の毒長の中には、知事や府県の部長をはじめとして内務官

僚の経歴をもつ天下参毒長が少なくなかったことが、その背景にあったと思わ

れる。全盤審議会議長会も、その甕治権拡張の内容は市長よ鯵低い毒議会の地

位を肉上させること、甫議会運営をめぐって徳長と毒参事会に請して鱈等の権

醸を獲得することであった．

　縫方、住民欝治権については、全麟毒長会は欝36年に富毒毒で聡催された第

36懇の全覆寮長会議で、斎会議員選挙の有権者（公民）を毒税納智者に鰻寇す

る麟鰻選挙復活の建議を驚淡していた。また全醗毒議会議長会も講様に，欝37

年第6醗（高知市〉と臆38年第7園（新潟甫〉の全蠹毒会議長会議で、霞会議

嚢選挙を二級選挙麟に再改更する決議を可決していた（獅。つま瞬、雄20年代

に内務官擦撰男子普選によって大衆褻治への修死を推進したのに難して、毒長

や審議会の溝スたちは名望家・有力者難治に霞執し、下暦市浸の代表解毒敢に

参擁することを擁離しようとした。もし、両懸体が戦後地方舗度改革に先灘的

に蝿癒していたとしても、市議会の毒長推薦権を一般市民に譲渡し議長が毒民

に直接行敢責紐を負う直接公選麟に反嬉していたと思われる．露薦年4鐸23欝・

全醗市長会はようやく戦後携の全霞市長会議を内務省内で聡催した（会長は松

羅国松簸章薦長）。しかし、F潅麟改頁に関する件」はその議題とな琴なぶら、

政府への要望意見にはさ為なかった｛鋤。

　魑方、戦競知事閥接公選を要求し、町村長直接公選には反薄していた町村長

会は、その姿勢を欝鶴年の御難まで維持していたと、想われる。必年麓鍔蔦臼に

大津霧で麗催された全覆町村長会では、知事公選と知事以下公吏案を政癒に具

申している解、町村長公選には書及していない．裏た県レベルでも、たとえば、

高知県野税長会は2月欝鎌こ定甥総会を開催し知事公選の決議を全国町樗長会

に申達することにしたが、町村長公選には全くふれていない‘鋤。つま静間接

公選譲を主張していたと思われる。しかし、政府の講跨村長直接公選案が幾に

内定し、かつ各地で甫町村長直接公選の量論と運動が成立していくと、全国郷
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村長会は5月9騒評議員会を闘確し、翌欝嚢会長と翻会長ぶ会議の決議事項を

撓えて内務省を訪潤し、大村次客と都地方局長に町村舗の改董を要求した。そ

して、決議事項には罫一、公費資格を数え年二一才以上の男女とせよ、二、町

村公疑の趨接選挙になる簿村長の公選を速かに行へ」｛鋤解蟹頭に掲げられた．

全蟹町村長会はこの靉靆で酋長直接公選論に転換したと思われる．

　この時類、全蟹の警村長は戦鋳申の捲導者責任や戦後の食糧醗総をめぐる失

政、不霊行為などを選懲に、住民から繕弾された．そして続々辞任を余儀なく

されていた。たとえば霞草禦では、雄蕊年8月懲鐸から妬年5月綴韓までに、

県下3総市町村のうちi薮毒町村で首長溺邊種していた。そして、退任の蓮藤は、

自然発生（死亡，病気、濤類、立候補〉が75件に薄し、民意による退職ぶ66件

にのぼった．その退任の時期は総年違～5月に集中していた｛鋤。つま疹、公

職追敏、食糧危機、瞥厚内鱒の退陣と政権空白、復活メーデーといった一連の

中央・鏡方権力の動揺と民衆運動の未醤有の高揚の最中にあって、全国簿村長

会は、首長の行政権の董盛盤を直接民意に求めるようになったといえよう。た

だし、全国町村長会蕃直接公選の盤論と運動を支持したわけではなく、むしろ

町村レベルでは有力者たちは時期講軍を遷藤に直接公選要求を擁麟していたこ

とが、各地の雛方新鹿で確認できる。

　3　新鑓　　全湿紙と新興紙眠報ま

　次に、駿戦直後の下からの首長直接公選の盤論と運動の形成に一定の積極的

影響を与えた覆籠難解あるのは新鹿である。鯵46年4縁以降に公選運動が展醗

された遵梁の地方新縫の中には、内務大難の知事公選講に対して、往疑の藍接

選挙鰯をも含めて多様な選挙方法を紹介し縷討しているものがあ鯵、それぶ住

疑の閣に露長直接公選の量論が形成される契機となった場合もあったと思わ姦

る。

　それに射して、全羅綾は首長公選論と公選運動にどう講忘しただろうか。ま

ず、輔韓新鹿の紙面はこれに簸も消極的で、内務省の地方麟度改藍準備の動向
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を鞭遺したほかは、ig45年慧月5欝に，知1事公選をめぐる選挙方法（住民によ

る一般投票も選採稜の一つに含めている〉、知事の身分と食糧・治安爺策の縫

係などの譲点について解靉靆事を一騒擾識しただδであった。また、地方政治

については、各地の疑主戦線の動詞と議長の異動を記事にしているだけで、市

長公選運動については全くふれていない。

　大争議の最準の読売鞍知（雄蘂年5月から談売新聡〉も講織で、内務大駆の

知事公選論を輯遷する縢も、r知事公選を一時も皐く嵯と主張しながら間接選

挙か直接選挙かの琶懸をしていない．朝賀も読売も、欝本の買主化と地方行政

の民主化にとっての当癒の瞳害を、内務省の知事・地方富人事や地方行政指導

の喀僚臭まに求め、民聞入の大懇な登驚や地方の嚢主性尊重を主張している

にとどまり、地方有力者懲治と間接公選麟を概醤の婦象にはしていなかった。

ただし、談売の場合は、民秦運動の記事を多く掲載し、4層欝欝の衆議続総選

挙における有権者名簿の饒落、5月i馨の復活メーデー、5丹懇韓の食糧メー

デーなどの機会に、各地の蔑衆運動が知事や南町鬢長の政治貴種や檎資の隠匿、

醍維をめぐる不蕉・利得行為を追及したことを鞍遷していた．これらは各地で

市長薩接公選運動鱒形成される直接的契機となった事簿であった。さらに、読

売は5∫菰2露こ東奈の量瞬谷藪民大会に集合した民衆によって展醗された宮城

デモ事件に襲達して、鍵霧谷底民のなかの町会長・区長概覇の量論を背景に、

東宝復業員鏤金臨時大会勝、5月露馨琶長公選と驚会長の蔑主的改選を決議し

たことを報道していた。誘発は、市長公選運動を嚢接取りあげていないが、そ

の背景となった民衆運動には多くの紙面を擾供していた。

　知事公選論を直接公選論へと具体化する方肉で、盤論を積極的に夢一ドした

のは毎欝新灘であった。まず堀靱内櫓の知事公選決意をうけて、毎馨は欝肩器

韓「知事公選　地方へ民主政治　露題縁実施の方法まという解説記事を掲載し

た．そこでは、直接驚察疑大衆による選挙を含めて5つの選挙方法を紹介する

とともに、知事公選によって予想される長瞬と短藤、そして戦前に知事公選誌

麟議蒲された経緯やアメ夢力の直接公選の倒をあげ、知事公選鰹を濛々な角度
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から検討すべきことを主張していた。さらに毎韓は、新生嚢本の民主化にとっ

て羅民喫緊の課題として，量論調査第一圏のテーマを職事公選の方法如｛殉

に設定し、男女2，総O名に帰する量論調査を実施した．これは「果然全麟こ反

響を辱び、今駆は調査薄象外に置かれた一般大衆からも眞摯なる意見を逮べ竣

は調査結果の発表を鶴首してみるなどの各種の投書が本縫に殺到する有様であ

った達｛鋤ようで、蟹疑の閥に、内穏談話と新聞鞍遵を契機に、知事公選簿垂につ

いて一定の離心のたかま陰が生じていたこと撰確認できる。そして、この量輪

講査の結果は、一般投票による直接公選を可とする春麟55パーセント、府票議

会による間接公選を再とする春が25パーセントであった．毎鎌まこの結果につ

いて嘆論の大多数が甕接選挙を望んでみることは、この方法が端的に疑意を

反狭し得る点から見て当然の現象である重と評優していた．投書や選論調査へ

の翻答という形で顕荻化する、つまり地域の保守的支醗講造から遊離した場合

の住民の盤論では、すで彰こ欝45年葺月の段隊で、直接公選論が多数意見となっ

ていたとみてよいだろう。

　また、婚4§年4層以降の各簸の議長公選運動を積極的に報道したのも毎舞舞

離であった。まず、連月2鍛には、小蟹原帯で竃長公選の実施を快走したと鞍

遣し、5月3露こは、宮城県内の塩釜、蒼巻、継台の各毒と垂署町の首長公選

実施の渤海を紹介し、千葉察の千葉毒と松戸霧、長野票の松本市にも驚長公選

を求める動講があることを鞍遣していた｛鮒。6鴛3舞には、さらに函館、多

治見、宇治繊綴（轡勢）、佐盤保の各露でも毒長公選ぶ準備されつつあること

を軽遣していた。6焉欝馨には、r講簿村長公選の実糠という解説誕事で、

富城環内の毒町村公選の結果を分析していた。講記事は、保守的な盲域桑でな

ぜこのような地方嚢治に積極的な霧海が形成されたのかと問題提謹して、①憲

法改亙草案の地方藝治の条項が麟載となった、②新任の千葉三蝶環知事を中心

に、宮城果肉に地方麟度改歪委員会が設置され、瞬会が知事公選・公吏髭、県

の完全嚢治体化など内務省案よ鯵民主的な改亙案を浪定して内務省に上塗して

いることが、漿内に公選盤論を形成した、⑧下からの市長退陣を要求する大衆
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運動と大毅の政治意識のたかま馨、の三点を遜譲にあげていた。毎日は、首長

直接公選の盤論と運動の形成・拡大に積極的な役割を果したと患われる。

　民報は、隅盤通揺縫にいた松本重治、長島又男などが発行した鞍後新興新灘

の第一号であ鯵、東家を中心に購談された夕霧の馨鷺紙であった。麟刊時の

ig薦年鴛月から、罠報は昭秘天皇を含む詣導者の戦争責蕪譲や羅蔑の手による

憲法麟定論、浸主統一戦線論などについて、独霞の論緯を張弓知識人に濫嚢さ

れ’た。そして、鴛薦年i月から3弩にかけて、民鞍は民主戦線の結成にとって

地方致治の民主化蕃重要であることを強議していった。匿民主統一戦線の諸簡

題茎という連載論文の（五〉と（七〉（鮒は、雛本の昆主髭のためにはまず地方

致治の徹底的喪主化が構よ蜘も重大であ導、今賦大疑の下からの民主運勧解

不充分である遜譲も、この人践の生活に簸も接舷の灘…い地方政絵機購摂何等の

変化を受けないで、反動勢力がその中に力を温存し、改革を押し込めているか

らであると指擁していた。そして、もし地方の浸主勢力が行動を統一するなら

ば、戦争責任の追及を契機に首長を追敬し、新嘗畏を薩接公選で選饑し、翼賛

地方議会を改選に追い込んで、それらを人昆の手に鞍めることも再籠である・

と地方政治民主化の展望を提示した。また、この論文は、食糧人民管理や人民

協議会による下からの鰭方行政権力奪取ではなく、首長選挙による上からの蟻

方行敢機講疑主化こそが地域渓主戦線結成の早道だとも主張していた。おそら

く、この主張の背景には、①住民の麟こ居座静を続ける戦縛中の首長への不懲

と退陣要求潜広く存在する、②首長選挙重複の方鋭は、縫会党の共産党への不

盤感・警萩感を緩秘し、薩者の共騒を罵龍にする、③党諏を争う議会選挙と箆

べて、首長選挙は疑主勢力の共麗の機会をつく参やすい、という判噺麟あった

と思われる．つま滲、この論文の主張は、戦争責任追及と残主戦線結成に消極

的な桂会党への幾甥であるとともに、下からの地域革命権力樹立をめざす興産

党への幾判でもあった．

　瞬様に、3月欝韓の祇説罫地方政治の重大性塞では、地方政治行政機構は反

動勢力の牙城であるから民主勢力はこれを真先きに蔑主化しなければならず、
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雄蘂年の帯長公選運動（巧灘俊洋／

本来なら衆議醗に先き立って畜町村長、祭知事の公選、地方議会の改選麟なさ

れるべきであ警、そうして務めて総選挙は公董を期待できる、それなのに、残

念なことに地方政治の民主化開題はいかなる政党によっても取鯵上げられてい

ない、ゼ最も進歩的な勢力潜これを無視してみるのは全く許さるべからざる罪

悪である」ヂ人民鰯議会や農民委員会ぶあれば、集会・県知事は開題にならな

いといふ考え方麟災ひしてみる謡と述べて、地方政治昆主化の縫い手として簸

待している共産党への撹醤をく吟かえした（鋳。

　民鞍のこの地方（食糧〉行政への良薬の監観・参撫論と首長公選・議会改選

論は、蚤時全麗の都覆で展囃していた食糧萢機突破縫争と首長の敦治責任追及

運動を前縫として、それらの発展方癖の中に首長直接公選を位置づけ、民主戦

線によって下から地方致浩を民主化しようとする現実的な運動論であった。ま

た、連月以降の市長直接公選運動の論遅をほぼ適確に予離するものであった。

しかし、民穀か地方の毒畏に広く讀まれていたとは考えられず、革新政党も中

央レベルでは衆議院選挙麗筆に全力を繧注していて、蔑報のこの首長公選を通

じた地方致治疑主化の握言を受容しなかった．なお、残念ながら民鞍は、嵯月

以降、各地の毒長公選運動の成立と公選実施によって農猛の主張の有効性が証

明されたにもかかわらず、公選運動の実態を全く報道しなかった。編集者の関

心潜激動する中央政縄に集中していったためだろうか．

　以上のように、新露のなかでは毎臼と民報には首長直接公選譲が擘くから存

姦していた．ただし、その自治論をどのような系譜の申に位置づけるべきか、

紙面から判擬するのはむずかしい．戦前の首長公選論の継承ではなく、敗戦直

後の現実の中で、ジャーナ夢ストとして毎霞の場合は知事公選譲を、民報の場

合は戦争責任（公職追放／論と地壕疑主戦線譲を論じていく遍程で、人疑的窪

治論の主張である首長薩接公選論拠形成さ細たのではないかと推臠する．

4　革籍政党

下からの首長i藍接公選の盤論と運動の形成を姦導することが莫彗待されたのは
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革新致党である。まず、繭本縫会党はすでに懲菊年難月2嚢の結党大会で、

郵一般政策三に蓄地方自治舗の民主化、地方長官・事町村長の一般投票による

公選董を掲げていた（、呂｝。無産致党の嚢治論が継承されたものと思われる・た

だし、この大会で縫会党がF当嚢の政策まとして致策内容を具棒化した分野は、

農地、インフレ、住宅、（緩蜘選挙法、失業の5つで魏、地方簿渡は含ま

れていなかった．そして、i鱗6年9月2縮の第二羅大会では、すでに政府の地

方凝度改重が法舗乾されたためか、ギ一般政策まから地方自治舞強ま欠落してい

た。縫方、運動癒でも、当時多くの毒長が数戦や戦災の責任をとって、あるい

は公職追敏該当を遷嚢に続々と辞職していたにもかかわらず、縫会党串央はそ

れ’をとらえて首長の戦争責軽追及・退瞳と新畜長直接公選をめざす運動を緯織

しようとしなかった‘鋤．縫会党の代議士会は欝薦年縫月26臥第8§罎帝国議

会に薄してr支孫事変以来の責任者の戦争責紐追及謹と誓公疑権停豊蓬を提案

していた．しかし、被会党は中間濠幹部などに多くの戦時政治振導者を温存し．

曝無産政党の戦争責任をあいまいにしたまま結党した。また、地方議員にも東

方会、東亜連難などの幹部であった鯵、徐守系首長や翼賛議員の傘下で活動し

たという経歴をもつ巻が少なくなかった．これらのこと麓上記の運動を提起

できなかった蓮由であったと、馨われる。

　それに帰して琶会党の地方レベルでは様々な動きがあった。たとえば、梅木

票では、第一次公職追数直後の雄蕊年2月上旬、票霧村長会が寮内各党の代表

春を招いて今後の町村行政について意見を求めている・その無・江羅漢（共産

党〉は欝鬢長の戦争責任は瞬らかであるから全員総辞職すべしと主張したのに

魅して、麻生久の直系の黒沢幸一（縫会党／はぜどこもかしこも退めては混議し

てしまふから聯材の事讐に難して行ふべき曇と遠べ、首長の退職こ溝極的であ

った（鋤。逆に畜森渠では、支部結成直後の垂毅5年賃月から、大沢久瞬を指導

者として知事、毒長・特高警察幹部の戦争・弾罷責軽を追及する活動の先頭に

社会党摂立っていた。簿綺毒の±弁護礁縫会党毒議会議員は・欝蕊年2月28羅

の予算市会で江透毒長を撹甥し、市長と霧会の総辞職を要求した（繍・また・
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19鵜年の寮長公選運動（窮月酸洋〉

鮫皐議の被会党支離も、欝総年3月中旬に霞長と毒議会を訪問して、戦争責任

を追及し、退蕪と総辞職の勧告文を手交していた糊短このような地方の勧請

は、縫共講党鶏、徒会党内灘幾鷺の複雑な闘孫を無いながら、やがて議長公選

運動に発展していったところもあった．

　鯵蕗年登用、衆議院の地方凝痩改駕委鍛会委員であった永江一夫は、霞本縫

会新鹿縫からζ新地方麟度と地方選挙垂｛織という小難子を鐵叛して、縫会党の

来るべき地方選挙に鰐する方舞を説窮している．しかし、その内容は、新しい

地方翁渡と地方選挙法矯の解説が率心で、ダすべての佐野が選挙への無麗心と

敬遠から一歩蕪逸して嚢本民主化の戦士となって窪ら進んで瞬ふべきだまF今

暁の地方選挙をして馨本民主化の為の聖戦とされたいま（講書磁ページ）と住

民に訴えていながら、鶉年前半の毒長公選運動については全くふれず、鮭会党

がそこからどのような教護と反省を瞬き議したのか、地薮の保守的政治構造を

どのように変革していくのか、堺らかにできなかった。縫会党中央には、敷網

のスローガンおよび議会での立法活嚢（後述〉として蓄長直接公選論はあった

が、それを下から住裟の運動によって婁現していく運動論が欠落していた・

　次に馨本共産党の場合は、欝蕊年稔鐸に中央および地方のいくつかの都毒で

戦争愛罪人追及の大疑大会を闘鬱し、紹秘天皇をはじめとする戦争麗罪・戦争

責任の追及の姿勢を難明にした．また、共産党の地方紛織は、都議の食糧危機

突破のために醍総の不霊や隠慶勃資を摘発し、町内会長や市長の責任を追及す

る運動の先頭に立っているところもあった。しかし、当時の共産党中央の下か

らの権力奪取の革命戦織ま、これらの二つの運動を酋長の戦争行敢責任追没

から退鯨、首長直接公選を要求する地方政治良主化の運動に発展させるもので

はなかった。縫方、藤沢毒には簸蕊年鴛月25讐、共産党地方緯織の旛導下に藤

沢市疑主1罵蟹という浸主輪購が結成された．この鱒は翌年春には共産党に合

流していった。そして，その擁蟻の要求スローガンは、「一㌦人権の尊重　二、

現毒長の辞職と毒長の公選、部落・野砲会役員の不董摘発と民主的改選鎌鴛

三、生活必需贔の毒民による醗給管蓬、食糧営毯に蝿する寮費の監督機縫の設
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置麺4｝であったと報道されていた・つま験、地域レベルでは、共産党指導下の

藩政撹判と食糧人民管蓬、町内会民主化の運動ぶ、人民鶉議会による権力奪取・

行政管蓬の方鶴だけでなく、市長公選による青酸民主化の方向をたどる可籠牲

をもっていたといえよう。また、窟都民主戦線でも欝総年2月、窟都南長潜公

職追敬で辞任すると、その篤i翻協議員会で毒長公選を協議していた（働。し

かし、共産党中央は結局この後者の首長公選要求を汲み上げなかったと患われ

る。

　再建された貸本共産党は、地方麟度改亙と首長公選運動にどう購癒しただろ

うか．当時の共産党は、食糧問題を焦点として、都市溝費者の食糧人民管理委

貴会、農村の農渓委員会、工場の生産管遷襲争を結合して、人民協議会を結成

し、さらに縫会党地方纏織などと共属して下から民主戦線を組織し、そこに地

域の政治行致権力を樹立していくことを買主革命の鞍術としていた‘禰。その

ため、これらの維織を結成する前蓬的縫争として、町内会と部落会の民主化

（役員の醗給・供鐵をめぐる不蛋と責任の追及袖役員改選→町内会・部落会へ

の影響力強化）を重複した。しかし、その上の畜町村や府察の地方麟度改歪へ

の繋応は盤論から遊離していた．

　共産党は、衆議院総選挙を馨繭にして、欝蕊年捻鍔末の選挙縫争ス管一ガン

では、補跡的スローガンの4番羅に「知事公選、地方農治の完全餐主イ雛を掲

げていた｛鋤。しかし、翌年i月からは、スローガンには地方講度に麗するも

のが全くなくなっている．共産党が社会党や労働縫合と協議して作成したと思

われる復活メーデーや食糧メーデーのスローガンにも、地方麟度に瞬するもの

は掲げられなかった．後遠のように、徳醸琢一書記長は第鱒羅帝麟議会で政府

縫鐵の地方講度改箆案に聡して、首長直接公選舞裁こ反薄してお吟、また8月8

舞、政治縁撰決定したr地方鱗度改革案」〔鍛は、共産党のめざす民主革命が成

功して臥蚕人民共融麟が実理した際の地方麟度案を縫示したものにすぎなかっ

た．そして、そこでは権力集中麟と議会主義の遅念に沿って、地方政府の長は

地方議会によって性命され地方議会を通じて人民に責任を負うため、地方議会
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欝妬年の毒長公選運動（窮月俊洋〉

による間接公選凝を採聡していた。

飽方、共産鄭姉長公選運藪こは当秘浮カハ角紙上ではほとんど縫心を

示さなかった。6月中には、砺本祭芳賀郡大内替と長野察埴科藻塩規耕で村長

直接公選嚇実施され、農蔑委員会の指導者麟当選した記事を播載したぶ、それ

は農畏委員会戦術による農村での支持の獲得の成功倒の紹介であ甑公選簿1に

注冒したものではなかった。また、八戸毒長や奈良県畝傍町の町長摂住民によ

って糾弾され辞難したことも、隠匿勃資摘発事件として鞍遣し、食糧入践管遷

委員会の活動の成功例として紹介してお吟、これらの事件が直ちに毒町長薩接

公選の運動に展離していくことには縫心がなかった｛鋤。

　共産党中央が、毒長藏接公選運動の実態に急擁強い欝心をもつようになった

のは、縫会党が救羅漢主連盟を提唱して共産党と民主戦線を結成する可能性蒼

なくなった7鍔からのことであった。そして、その時にはすでに各地の帯長公

選運動は抵滞あるいは終熄遜程にはいっていた。7鍔蔦獄中央委員会書記藩

は「アカハタ強紙上に新市長選挙の報告を」という見啓しで、新府渠会選挙の

前購戦として各地方でいまおこなわれてみる（また最近終った1南町村長選挙

の椿勢を董急できるだけくわしく中央選薄宛に報告してもらいたいまという捲

示を地方纏織に伝えた。そして、7月姫瞬こは、中央委員会政治局は臆方選

挙縫争の一般方鈴を決定し1、難｝、下からの民主戦線を基礎とした共疑欝争の成

約擁として八戸の市長選挙を高く評慰した。つま甑莫産党摂重観したのは毒

長直接公選運動ではなく、歓に予定される地方選挙麗争であ甑そのための下

からの浸主戦線の結成であった。そして」アカハタ」は7月2膿から9月慧

購こかけて、各地の毒長公選運動の実態と結果について興味深い分新記事を連

載し、そこから大衆の要求と討議1に根ぎした下からの共詞縫争の重複という教

護を畷き鐡していった曲。

　i鱗6年雑用に執筆されたと思われる馨本共産党調査部編匿致治必擁地方篇

雄蕊年版垂（発行は婚蔚年3月〉は、以上の興産党中央の地方麟度改革、地方

政治民主化に講ずる見解と方鋭を集約したものであった。そこでは、第i次吉
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鐵内麟の地方翻度酸亘案は紅下からの民主主義運動に霧覚めつつある入費大衆

に録する偽購』新たなる反動攻勢の基礎であり、一見進歩的にみえる知事

直接公選鰯綜、多額の選挙費を必要とするからボス政治と官僚、ブルジョワの

結合を一屡強化するものであると幾超していた（講書逢7～騒ページ〉。そこに

は、現実の地方霞治の本質をブルジョア的な賠綴支醍の道具とみなす戦薦の無

産致党左灘・準閥源の地方嚢治観と共通する発想が濃厚に継承されていた｛鋤。

共産党の場合、戦前の革命戦術と革命後の大疑其諏麗建方調度構想に翼執しつ

づけ、現実に進行する鰭方麟度改革と毒長直接公選運動のなかの積極面を評無

し、それに機敏かつ柔軟に蝿応ずることができなかった．

　5　策鱒翻帝躍議会一保穿系議員

　第9倉翻帝穰議会のなかで、地方講度改元案ぷ審議されたのは、すでに各地の

市長公選運動がピークをすぎたi鱗6年7月から9弩にかけてであった。そこで

政府綴と議員との主要な韓立点は、知事の身分つまり官吏か公吏かにあ参、甕

接公選麟姦体は結果的には大きな争点にならなかった．GRQと政府の決定し

た方晦にいまさら抵航して名望家馨治罵間接公選論を主張しても無蹴、という

のが保守系議会各灘の反応だった。しかし、保守系議嚢の質疑と政驚委貴の答

弁の中では、彼らの本音として、首長腹接公選鱗への疑問や幾判がく吟かえし

述べられていた。保守党の代表たちは、知事の公吏化、地方財政・税鱗の独立

など懸体霞治権の拡充については積極的な意見を述べ、地方霞治強化の方向で

駿府案を撹覇して、種帯決議によって知事公吏化のための第二次敬重を政府に

実施させていった。しかし、住蔑の選挙権の拡大や直接請求講とともに、首長

（とくに知事〉直接公選麟と恥う建長自治権の拡充に嬉しては、彼らは様々な

饗嶽をあげて政癖案に不満を遠べていた。

　7月の衆議院本会議で、本題俊一（進歩党〉は、直接公選で首長を選思した

場合、首長と議会との薄立競争は必至とな吟響満な地方行敵の運営を懸難にし

ないかと疑問をはさみ｛載、購じく富沢才吉（進歩党〉は、知事を直接公選で
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選ぶと、煽動政治家や金権政治家が選鐵され、地方行敬を不健全にすると撹覇

した〔、、｝。委員会の審議でも、駒井藤寧（鶴岡疑主党〉は、一般有権者には知事

にふさわしい大効を鑑罰する縫方に欠けるから間接選挙がよいと主張した（翰。

さらに、実施されたばかむの各地の毒畏公選に薄しては、松耀農麓纏虫党〉

は、r暗黒ノ敢治が行ハレテ居ルまぜ不真面羅ナル結果が現ハレテ居ル」と露骨

に苓快の意を示した．そして、愛行法があるにもかかわらず事実上の直接公選

潜実施され、それを内務省漢儒ら蛋承も通牒も鐵さずに敏任していることは不

可解だと翫甥した（輸。

　貴族醗でも、隅棟に、湾端葎兵籍撰都長官の闘接選挙論を主張し、中綴望か一

般選挙で行政に学識経験をもつ毒長蕃得られるかどうかと懸念を衰萌した｛難。

　このような保守系議員の質腿に謁して、大村清心内務大蓮は、幣原内麟の内

部で頃接公選ハ時辮樹攣」という議論も櫓蜜あったことも紹介しな解ら鰍、

結局、憲法改董の趣譲こ沿うもので地方行政に艮意擁｛接疲駿させ地方敢治の

民主化をはかるためと、直接公選麟譲絹の謬灘を述べた。しかし、瞬時に大樗

内鵜ぷ答弁で強調したのは、むしろ執行権の強化による地方行政の安達という

理露であった。知事を官吏にとどめること撰できるか、あるいは国政委任事務

を地方行政のなかに菰筵に確保できるならば、むしろ間接公選知事よ鞍直接公

選知事のほう麟たとえば農疑に食糧僕畿を強麟する政治力を発揮できる。また

政党内閣による頻繁な政権交替と地方議会内の勢力変動を予想すれ，ぱ、時々の

議会の意講に拘束される閤接公選知事より、任嬬鰹の竃接公選知事のほう瀞地

方行政を安定させら認るというのぶ、内務省の現実的遷塗であった。

　また、大層内櫨は小野眞次議員（進歩党）への答弁のなかで、政府が地方調

度改藍による地方行政の民主化を憲法改頁つまり国政民主化より先行させよう

としている蓮虫として、事実上の甕接公選が各地で実趨されている椿勢をあげ・

　ζ是等ハ地方露治行致面二於ケル畏主化ノ要黐が民間二膨溝タルモノガアルコ

トヲ立証シテ贋ルト患フ」鰍と遠べていた。これは一見、内務省の地方麟度改

藍麟下からの寮長公選運動を支持し、その要求に沿って首長薩接公選麟を採矯
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しようと：して》、たかに議iめる。しかし、藻祐一地方馬長は羨述の松鱗轟藏の質

翼に薄してr私的ナ直接公選ハヤメルヤウニ指示ヲ致シテ居夢マス麺魯と答弁

していた．内務省は甫長直接公選運動に薄してF地方講度改麗麗孫答弁資料達

（想定問答集〉の中では、罐方懸体の蓄長公選は羅に全蟹的癒潮となり、各地

に事実上の公選が法律の規定によらずして行はれ’つつあり……選挙権の拡充を

園蓼事実上の公選に法的規灘を與へる措置を講じなければ、理行地方鰹度は全

く現実を遊離した存在になる虞があるμ単なる牢合せに基く選挙であるため

法律上適当にこれを取締る方法解なく……又一薩葬こ於ては民意尊重の名の下に

法律を無枕する風潮を駿致する虞もあ鞘新公選はやめさせたいと考えてみる

次第である」儲という答弁を予定していた。つま馨、内務省は猛襲による下か

らの薩接公選運動を取撃締鞍の穀象と考え、嬉方難度改亙を急ぐことで、藍接

公選を法の枠内に取鯵込み、盤渓の運動麟持続するのを皐く籔ち鱗ろうとした

のである．

　このように、総じて保守系議員が直接公選鱗に窺判的・内務省解直接公選運

動に擁圧的であったのに薄して、縫会党の矢尾喜三郎議員は、縫来の地方議会

選鐵の市町鬢長は地方潔スである毒町税会議員の濤ポットか無気鎌取鱗こ遍ぎ

ず、住民の利益、幸福は歪められている、颪接公選によって人畏の幸福を麟るこ

とができる立灘な人形選轟される、と主張して首長直接公選灘を支縛した（絡．

なお、腿鉢懲治権についても、この議会で政飛の知事公選・官吏案の矛盾を執

撚に追淡し、知事公吏化を理鋒整然と要求したのは、縫会党の岡霧春男議員で

あった．

　飽方、共産党の徳霞球一議員は、佳蔑による首長への直接請求（解職／は事

実上実施されないだろうから、議会による首長への昆主的続鰯（召還権〉が弱

いと、首長は人民の要求とちがう方向にむいてしまい、首長の強権政治や官僚

主義撰横行すると主張した．この主張麹体は、首長主義の簡題点を適燐に幾親

したものであった．そして、徳霞は地方議会に比弼代表麟の選挙を導入して蔑

意を薫確に議会に反駿させることを提案し、酋長主義よ参議会中心主義によっ
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て、また機関対立麟よ吟議会への権力集中鰯によって住民の地方行政への民主

的統講が実旛されるべきだという立場から、首長直接公選譲を含めてこの地方

麟穫改正案に反薄した（醐。

　小　　括

　以上、全羅レベルでの数戦直後の羅内談勢力の首長公選論について検討して

きた。そのまとめにあたって、最近天綴晃氏が提起している戦後民主化遍程の

分梼棒組5、》が地方講度改革（首長公選論〉の場合も蕎鶴であると考えるので、

借馬する。叉絹氏によれば、戦後費主｛とには次の4つの要素あるいは契機があ

ったとされる．

　第iは、戦前の「民主｛絵の経験を復活、実現すべき伝統と考えるものであ

る．本稿潜綾試した主張と照合するならば、保守系議員や地方醸体の名望家自

治譲の系譜を瞬く知事闘接公選論（直接公選反薄謝、縫会党の人民的霞治論

のなかの首長主義を継承した首長直接公選論、舞本共産党中央の戦前の下から

の権力奪取戦備と民主革命後の人民的議会幸心主義論（首長直接公選反講論〉

への露執、という3つの地方自治論のいずれも魁このゼ民主化」に含まれる。

そして、本稿で明らかにしたように、三者三様の理康によって、これらはいず

れも、数戦蓬後の地方懸度改革にも首長直接公選運動にも充分捲導力を発揮で

きなかったと考える．

　第2は、現代総力戦の要請・経験（浸衆生活の戦争体講への金離的組織化・

動翼とそれにともなう社会的平準化｛紬／と敗戦の衝撃（民衆の犠牲と生活危

機を背景とした捲導者・体舗撹判の顕在化）から直接的に引き患されたr民主

｛ヒまである。本稿が験討したものの牢では、毎嚢新鹿が控i握した一般国民の直

接公選鰯を支持する盤譲や、民報ぶ漉露した地域佳幾の申の首長不儀・撹判意

識かこれにあたると推定している。これ’らの髭論・意識は緯妬年4月以降・い

くつかの条件が与えられるならば、捲導者の貴種追及・公職追放の運動から、

町内会一帯長一毒議会という戦時中から継続し住民生活に密養した地方政治行
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政機構の「民主化まへと飛躍する可籠姓をもつものであったと推定する。

　第3は、蟹体擁護、蟹体変革予鋳のための践主化」であ参、内務省の知事

隅接公選論の提起と、直接公選譲への暗転がこれにあたる．麟度改革にあたっ

て、内務省は鹿民の公務蛋としての参致権の拡大によって権威主義的蟹家秩

序を再編・温存し｛協、GRQに建繭として瞬讃し国内諸勢力に魅し先舗的か

つ専麟的に改歪作業の捲導権を掘握しつづけることで官僚機構の生き残彗をめ

ざした。

　第4は、GRQの占領政策、つま鯵鷺本の非軍事化とアメ穿力化のための暖

主化まであ吟、鍵来の多くの醗究で内容解瞬らかにされている民政騰（GS〉

の憲法改董草案第8章や地方麟度改董への一連の指令がこれにあたる．

　毒長公選運動は、第iのF民主化まと第3の「民主｛雛によって一面で誘発

され．鰹藩で擁鰹されな潜ら、第2の旺民主｛絵を基本的な推進力として轟然

発生的に形成され、第4の軒買主化」を建前として受容した暗転した第3の

罫民主彪」による地方麟度改革に、先麟的に拘束され．な解ら、地域桂会の申で

鰯有に展聡していったのではないか、という飯講掛提示できるだろう．霜葉を

換えれば、毒長公選運動撰GRQや敢府の改革という権威に依存して展騨され、

終熄していった藤は否定できない。その、髪で、次章以下の課題は、第2のr民

主化まがどのような条簿や契機を与えられて毒長公選運動へと具体化していっ

たのか、また第2のヂ疑主化曇は敗戦甕後の都議政治講造の特殊性によって、

どのように蔑麟さおていたのか、などを実態分析によって瞬らかにすることで

ある．

　第i章注

鱗鈴木武雄罫知事公選周題の経通達『灘毒簡題凄第5巻第2畢、1927年8月、な

　お、この要衆の獲点として、政府レベルでは講中義一内鰻の下に行政鰯度審議

　会が設獲され、その幹事会が欝器年8月講税移譲とあわせて知事公選を議題と

　して爾究すべき霧決定していた（ぎ内務省史第二巻雲欝9ページ）。
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　の暴寺代に（羅露寒産土会運動壁葺癖蓋労舞舞教畜センター㌦ig78～7§彗㌔轟轟出青海聾

　年史上巻露瞬出講、簿鍵年、83§～84§ページ。なお、中原健次は姫29年瞬壷毒

　議（無産強捧謡議会〉、懲35年濁鐵察議（瞬織地方労簿総合委員長凱簿3§年縫

　会大衆党騰毒桑連の結成に参撫．

鰯　躰宥一r隊綴の成立と地域雛会≦細本近場代史3場代歓会への藪形嚢岩演書

　鷹、鯵93年、を参黙。

麟　小倉籍麗「数戦甕後の縫方麟度改革の動向獲ゼー橋譲叢選第662懸や欝92年8

　　縁。
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瞬　毎暮新醐i鱗5年欝鍔3§警。

瞬　鵜原内篇の教子歓晦務次官の露懇（前掲高本譲文、287ページ／。壌千歓はig器

　年代の普通選挙法および地方麟度毅薦の立案の中心人物の一人であった．ただ

　し、政局の表舞台には登場しなかったぶ、宮中羅辺あるいは政驚：内筆薬で首長濠1

　接公選案ぶ種麹に検討されていたことを示す資料ぶ残されている．蟹会灘書館

　憲政資料室の牧野棒頭文書（書類の部533番）には、貴族蔑令の改蕉案とともに

　　多難方餐1嘗ノ征馬及其ノ賢路二麗スノレ勅令（案擁ε市町鬢長ノ改選二鷺スノレ緊

　葱勅令（案〉まという資料が喜姦し、講者とも住疑による選挙を衆議貌議員選挙

　法を準駕して実施し、それによって地方長官、市町鬢長を選考することを燈定

　している。おそらく雄45年鴛層～妬年i擢壌に、選挙法の改董による鼓舞麟新

　を衆議醗議員だけに鰻足せず、貴族臨み構成酸墨も首長の嚢接公選も勅令によ

　って一挙に実癒してしまおうとしたものと、想われる。

鱒　『全蟹霧長会受書全麟翫長会、嶽認年、磁ページ、ζ全麟毒議会議長会五十年

　史薩全羅市議会議長会、i§82年、27～29ページ。

麟　　ζ全麟毒長会史遜45ページ．

麟　　ゼ金馨毒議会議長会五十年史塞鯵～2磐ページ。

鱒　　毎鋒新鐸羅董§46年4月23嚢、

鋤　高知新聞ig46年2月i類。

鋤　破皐タイムス欝46年5月難賢r行政権の大晦移譲、内務次官に膝詰談半匙な

　お、三以下の決議事項は、三、行政警察権め町村長への懸：諜、醒、地方事務概

　の廃止、五、蔀落会・町内会の整騰強髭と察齢かつ露治的運営、であった，

鱗　鞍阜タイムス雄蘂年6弩4縫幌主は替長を替へる、もう饗替済み全集毒町

　柊の遍半里。

麟毎韓新馨雛鱗5奪琵雛2羅。

鱒　毎欝新羅雛蟹6年5擁3舞r浅意による毒長　金地でどしどし公選を実施ま。

鱒　果報欝薦年i飛騰舞（第47号・）、i層24羅　（第駁号〉、法政大学大原鮭会問題

　醗究蔑続（後難蔽〉、法政大学轟蔽局、逡蟹年。この論文は、当時徳箏醸一と意

　見癬蝿立していた中蓉功（欝嬰年銭本共産党の参議鶏議員／が執筆したとされ

　ている（罫長島文勢氏に麗く　　ぎ昆率灘の麟霧とその講読下垂『大原桂会題題

　懸究辮雑誌露第399号、鯵92年2月、68ページを参購。申蔭功ζ戦後浸主変革

　擬の諸懇題垂校倉書麓、i蟹2年、玉婚、235ページを参無。
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1鱗6年の市長公選運動（窮月俊洋1

麟　高橋彦博ゼ騒銭意識の変化と徒会運動蓬歴隻学醗究会・霞本史醗究会編蓼講

　慶馨奉歴史簸　現畿珪東京大学鐡版会、1§85年、解襲に渓鞍のこれらの主張

　（人蔑管蓬戦衛概鵯と疑衆の行致参簾による践主化譲〉を高く評難している。

購　畦本縫会党政策審議会繍転本縫会党政策資料集成遷霞奉社会党中央本離機

　聡紙局、雄～2Gページ、1§鱒年。

鱒　縫会新鷺が懲47年2擁以鋒しか震覧できないので、緩会党中央の臆妬年の地

　方縫争方鋭を一次資粉で確認できないの斜残念である。党吏や全蟹紙・地方紙

　を見る鰻吟こう響攣舞するしかない。

鱒　下野新羅欝46年2弩9饗瞬｝材行政の窪舞方　戦争責任者と霧樗しなお、江

　隣も黒，沢も蓬月選挙の候補者で、ともに落選した。

鱗　　匿購綺毒議会史　遜史編第一巻選燐麟市議会、懲綴年、簸2§ページ。

雛｝簸章合縁新麗婚4§年3罵欝欝夢松尾甫長に退瞳を勧皆圭。

鱒　東京都立中央麟霧館藩藏。

鱗　疑報欝45年鴛丹27嚢、第26暑。

鱒　毯尾尊究軒敗戦直後の東灘浅主戦練墨ぎ京都大学文学部紀要雲第i8暑、欝マ8年、

　2§3～2§7ぺ一ジ。

鱒　憾緩球一新食糧羅題の基本醜意義について墨ぎ前衛露第i誉第2号・、槍薦年3

　員i醤、志賀義雄肇食糧開題について王国前箱書第i巻第壌弩、欝聡年遮月童舞・

　案議合群号。

鱗　アカハタ婚薦年鴛鰹2§欝（再勝第8号〉。

葎麟　アカハタig46年8月茎8嚢　（再話妻第52暑〉。

鱒　アカハタi鱗6年6層6、藩馨。

繍　　ぎ前籍爵第i巻第欝・簸号、懲薦年賢薄i臥概数。

綴1アカハタ鯵妬年7舞2§馨の志賀義雄罫二つの毒長選挙の教調漣、9月難騒の徳

　瞬蒙一「麹方選挙にお継る麿翼的誤謬を一掃せよ」など。塚霧大顯「地方選挙

　と兵燹灘争まζ麟衛叢第i巻第欝・鑓号、雄蕊年蓑鷲i臥も参窯。

幽　赫宥一新賠綴の成立と地駿縫会ま細本返愛代史　3幾代社会への転影盤岩波

　書震、懲93年、艇～蕊ページ．

麟　匿改董地方講度資料第一離内務省簸方罵、i鱗7年鈴鳳欝3ページ・

騨　瞬薦、i26ページ。
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縛　購羨、鐙5ページ。なお、『戦後濃絵史要慧葭治大学絞、鯵雛年、78～総べ一

　ジ、には8舞中旬に各党ぶ提黙した地方舗痩酸藍の修星案と愚わ翻る資料が駿

　録されてお穆、その進歩、歓会、協講良主の各党案では東京薬の特窮猛長を公

　選とすることが醗示されていた．これは、進歩党と協擬蔑主党がこの時期に縫

　会党に接遍してやや中道致党化し、首長直接公選舗に賛成するように方舞を修

　正していったことを示すのかもしれな恥。進歩党のこのような中進化について

　は、三鱗譲二F喪主党成立の序幕一進歩党少騒擁の党肉置革新露運動一躍受株董

　第笈巻第3号、捲88年5月、を参窯、あるいは、本来保守党議員の首長嚢接公

　選麟幾鵯は知事職を璽、転にしてお吟、薦薮町鬢長の直接公選鰹には授離してい

　なかったとも考えられ’る。しかし、地方の保守党議員の基盤となっている有力

　者ぶ直接公選運動に溝極的で、時類講早を遅幾に直接公選を寧逢させているこ

　とからみて、薩者の修正読解妥当と鑑離する。

　　講前．鰺董ページ。

　　溝前、88§、鶉9ページ。

　　懸麟、872ページ、

　　霧繭、294ページ．

　　瞬蘇、銘3ページ。

　　講前、叢髄ページ、i簿3ページ。

　　講前、捻3～捻4ページ．

　　疑義、欝8、8器～832ページ．

　　天癖晃「貫主化懸程と官燈の鰐応」中裁政嚢彗ほか綴蓼戦後羅本第二巻占領と

　孜華曇岩波書店、i鱒5年．

纐　雨宮昭一ゼ総力戦体鰹と羅畏再綾織一瞬面会の麩1鐙づけを中心として」細奉

　近場代史3　現代縫会への転形套篶酸書痴、欝93年、を参蕪。

織　燐刀俊洋「罠主位政策と鍛支蕊体講の解蘇ま難本構蒋代隻i　駿戦とξ頬選

　青木書店、欝9｛｝年、憩2～婚3ページ、を参蕪。労鶴纏合法の麟定、第i次農地

　改革を含め鵜原轟臨の嘗｛聚主導の察主教華オ監、この「疑主化まにあたる。

縛

鱗

鰻

鰯

騒

騒

鵜

瞬

麟

（次号に縦続〉
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轡範年の毒長公選運動（巧灘俊洋1

略　年　表

欝菊．憩、9　堀饗肉類ぶ記者会見で知事公選舗を支持

　　　鴛．3i内務省解鳶薄野町村講の酸董要綱撫事翼接公選、公艮権拡張〉を

　　　　　　　決定

　　　　　　　置土内櫓が記者会見で知事公選蓮蟻を主張

　　　　　　　公職適否審査委員会ぶ公職追綾令該当蔑準を発表

　　　　　　　瞥源内霞瀞憲法改董草案要綱を発表

　　　　　　　新羅ぶ知事・毒町村長公選の矯方麟漫改元案が政府によって特甥議

　　　　　　　会に提鐵される、と鞭遵

　　　　　　　第22麟衆議続総選挙実施

　　　　　　　復活メーデー

　　　　　　　食糧メーデー

　　　　　　　第i次吉譲内鰻が地方麟度改歪案を決定

　　　　　　松村義一事件（極付貴族醗議員のγ松蘿長就任ぶ、S　CA　P指令欝艇

　　　　　　　号によ管禁鋤さ為、松林は公職追敬となった1

　　　7．2　吉霧海驚が趣方麟獲改豊法案を第鱒羅帝霞議会に提鐵

　　　7．3　馨地方局長瀞衆議鶏で、知事公選を琵趨宋に、薦町鬢長公選を鎗薄

　　　　　　　中に実旛の予定と答弁

　　　8．騰民致局が公職追救の堰方および経済雰への拡張謙遜立案の命令覚書

　　　　　　　を農本政府に提示する

　　　　　　　大載内構が第2次地方麟簑酸蓬の必要を声瞬

　　　　　　　第i次難方麟農政歪法案ぶ貴族院で響決さ為公霧される

　　　　　　　嬉方鱗度調査会設置

　　　　　　　吉懇内藩潜遷方公職に薄する追敏覚書の適罵に離する件を決定・発

　　　　　　　衰、簸方選挙実施麺期を決定

珍薮．i．護　公職遼赦令改董、梅郷村長立躾補禁養令、町内会翻落会長選挙会、

　　　　　　　各公窃

　　　壌、5　知事・南郷村長公選実施

鯵妬．　　4　G翼Qぶ公職追教令を発表

　　　　　錘

　　　　　28

　　　　　6

　　　　　5

　　　i．

　　　i．

　　　2．

　　　3．

　　　4．

　　　4．

　　　5．

　　　5．

　　　5、

　　　6．

　　　　　1§

　　　　　i

　　　　　ig

　　　　　25

　　　　　8

　　　　　3§

　　　　　27

　　　　　28

　　　　　8

　　　8．

　　　9．

　　　9．

　　　琵．

　　　　　28　第92鰹帝蟹議会で地方麹治法成立縫．菅公葎、5、3徳行〉　　　3．

　　　遵、i　町内会都落会廃盤（5．3政令公姦〉
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